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９
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
、
第
11

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
全
共
）が

宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
に
一
度
、
全
国
の
優
秀
な
和
牛

を
一
堂
に
集
め
て
優
秀
性
を
競
う
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
。
和
牛
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
大
会
に
、
今

回
は
過
去
最
多
の
39
道
府
県
か
ら

５
１
３
頭
が
出
品
さ
れ
、
県
内
有
数

の
畜
産
振
興
地
域
の
竹
田
市
か
ら
は

過
去
最
多
５
頭
の
出
品
牛
が
挑
み
ま

し
た
。

　

大
会
は
牛
の
性
別
や
月
齢
に
よ
っ

て
９
つ
の
区
分
で
審
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
う
ち
、
生
後
14
か
月
以
上
の
雌

牛
４
頭
を
セ
ッ
ト
群
と
し
て
出
品
す

る
第
４
区（
系
統
雌
牛
群
）に
、
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
豊
肥
和
牛
育
種

組
合
が
第
１
位（
優
等
賞
第
１
席
）を

受
賞
。
佐
藤
忠
直
さ
ん（
竹
田
）の「
ふ

み
あ
や
め
」、
森
田
孝
子
さ
ん（
直
入
）

の「
ふ
み
ぎ
く
」、
清
水
康
博
さ
ん

（
久
住
）の「
ふ
み
ろ
ま
ん
」に
、
豊
後

大
野
市
朝
地
町
の
安
藤
直
樹
さ
ん
の

「
ふ
み
て
る
10
」が
出
場
し
、
栄
え
あ

る
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
各
審
査
区
分
の
第
１
位
の
出

品
牛
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
た
結
果
、

全
体
の
最
高
賞
に
あ
た
る
内
閣
総
理

大
臣
賞
と
特
別
賞
の
品
位
賞
を
獲
得
。

県
代
表
が
種
牛
の
部
で
内

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
の
は
１
９
７
０
年
大
会

以
来
、
47
年
ぶ
り
の
快
挙

で
す
。

　

系
統
の
特
色
あ
る
遺
伝

子
を
次
世
代
に
伝
え
る
た

め
の
体
制
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
４
区
か
ら
最
高
賞

が
選
ば
れ
る
の
は
珍
し
く
、

前
回
の
全
共
の
結
果
を
受

け
、
県
外
の
種
雄
牛
の
血

統
を
入
れ
る
こ
と
で
、
い

ち
早
く
地
域
の
系
統
の

再
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

だ
成
果
が
奏
功
。
質
が
高

く
、
牛
の
体
形
の
バ
ラ
つ

き
が
非
常
に
少
な
か
っ
た

こ
と
が
今
回
の
評
価
に
つ

な
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は「
ま
さ
か

最
高
賞
を
受
賞
す
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
３
回
目

の
全
共
出
場
と
な
る
森
田

さ
ん
が
引
っ
張
っ
て
く
れ
、

日
本
一
の
称
号
を
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
」、
清

水
さ
ん
は「
夢
の
よ
う
だ
。

５
年
後
は
長
男
の
蔵
人
と
頂
点
を
目

指
し
た
い
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
森
田
さ
ん
は「
４
人
の
団
結

力
で
つ
か
ん
だ
栄
冠
。
全
共
へ
の
出

場
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
、
週
に
一
度

皆
で
集
ま
り
、
栄
養
の
偏
り
が
な
い

か
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
る
か
、

ま
た
牛
の
姿
勢
に
も
注
意
を
払
っ
た
。

今
回
出
場
し
た
４
頭
の
牛
に
は
、
名

前
の
あ
た
ま
に「
ふ
み
」を
つ
け
意
思

を
統
一
す
る
な
ど
、
４
人
だ
か
ら
こ

そ
、
日
本
一
と
い
う
目
標
を
達
成
で

き
た
」と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

最
高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

５年の取り組みの成果が奏功、「竹田」の名が全国に

↑内閣総理大臣賞を受賞した出品者の皆さん

①全共会場での審査の様子
②第４区に出品した豊肥和牛育種組合の皆さん
③受賞式で表彰状を受け取る佐藤忠直さん（豊肥和牛育種組合）
④全共で日本一を獲得した牛を関係者が盛大に出迎え（久住町・畜産センター）
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② ③

④

①

日
本
一
に
！
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他
区
で
も
賞
を
獲
得

　

２
区（
若
雌
の
１
：
生
後
14
～
17

カ
月
未
満
）で
は
後
藤
克
寿
さ
ん

（
荻
）の「
つ
る
」が
大
分
県
で
史
上
初

と
な
る
第
２
位（
優
等
賞
第
２
席
）を

獲
得
。
ま
た
１
区（
若
雄
：
生
後
15

～
23
カ
月
未
満
）で
は
大
分
県
農
林

水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究

部（
生
産
者
：
佐
藤
孝
さ
ん（
白
丹
））

に
お
い
て
も
第
２
位（
優
等
賞
第
２

席
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
初
め
て
創
設
さ
れ
た

復
興
特
別
出
品
区（
高
校
の
部
）に
は
、

県
立
三
重
総
合
高
校
久
住
校
が
出
場
。

久
住
校
う
し
部
の
吉
田
台
楓
さ
ん
、

吉
野
由
妃
音
さ
ん
、
佐
藤
望
充
さ
ん

の
３
人
そ
し
て
出
品
牛「
は
る
か
」は
、

全
国
の
舞
台
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く

堂
々
と
出
場
。
審
査
の
結
果
、
優
良

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

５
年
後
に
向
け
て

　

宮
城
大
会
は
、
畜
産
の
盛
ん
な
豊

肥
地
区
、
中
で
も「
竹
田
」の
名
を
全

国
に
轟
か
せ
、
お
お
い
た
豊
後
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
大
き
く
高
め
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
鹿
児
島
大
会
は
２
０
２
２
年

に
開
催
。
５
年
後
に
向
け
、「
日
本
一
」

の
称
号
を
守
る
戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。

■今月の表紙

「空に、高く」
　運動会・体育祭の花形種目 「組
体操」。
　生徒らが協力・連携しながら、
お互いを信頼し支え合う。
　生み出された一体感は観る者を
魅了します。

　９月９日。
　青く澄んだ空を突き抜けるよう
に、組み上がった４段のタワー。
　安全面に十分配慮されたなか
で、先輩から受け継いだ大きな目
標を、68人の生徒はみごとに達
成！竹中の生徒たちは「限界突破」
のテーマのもと、保護者や地域の
人に団結力の高さを示しました。

■撮影場所　竹田市立竹田中学校
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

10月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,554　人（−   16人）
男　性　10,531　人（−   10人）
女　性　12,023　人（−      6人）
世帯数　10,420世帯（＋７世帯）

※平成29年９月１日現在の住民基本台帳による

   2   全共で最高賞の内閣総理大臣賞を獲得
   4   動き出す　竹田の農業
   6   竹田市人事行政の運営等の状況
   9   監査公表／人権シリーズぬくもり
10   台湾の高雄市田寮区と新たな友好の絆
11   私たち、地域おこし協力隊です
12   まちの出来事
14   竹田市のこよみ

別　

冊

少年少女合唱団の団員募集／文化ホー
ル「大ホール」仮予約開始ほか
第71回瀧廉太郎記念全日本高等学校声
楽コンクール
11月１日は「おおいた教育の日」です

15   竹田市のこよみ
16   たけたん情報
20   休日・夜間の在宅当番医院／出張！えが

おの子育て小児科
21   インフルエンザ予防接種に係る費用を助

成します
22   温泉利用型健康増進施設　医療費控除申

請が可能に
24   学び舎／まるごと博物館
25   図書館に行こう
26   市長コラム「有由有縁」
27   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～
28   郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳以上ほか

広報

　

第
11
回
竹
田
市
畜
産
共
進
会
が

久
住
町
の
久
住
家
畜
総
合
審
査
場

で
行
わ
れ
、
最
優
秀
の
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
直
入
町
の
那
須

和
子
さ
ん
が
輝
き
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
の
８
頭
は
10
月
14
日
に

別
府
市
で
開
催
さ
れ
る
県
畜
産
共

進
会
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

　

県
共
進
会
の
出
場
者
は
次
の
と

お
り
。（
敬
称
略
）

【
１
区
】　

吉
野　

純
子（
直
入
）

　
　
　
　

首
藤　

吉
子（
直
入
）

【
２
区
】　

伊
藤　

秀
樹（
竹
田
）

　
　
　
　

渡
辺　

康
彦（
久
住
）

【
３
区
】　

渡
辺　
　

勉（
久
住
）

　
　
　
　

柏
木　

幸
善（
直
入
）

【
４
区
】　

那
須　

和
子（
直
入
）

　
　
　
　

見
崎　

博
憲（
久
住
）

【
５
区
】　

県
立
三
重
総
合
高
校

　
　
　
　

久
住
校

【
６
区
】　

吉
野　

純
子（
直
入
）

肉
用
牛
の
部
の
グ
ラ
チ
ャ
ン
に
那
須
さ
ん↑グラチャンに輝いた那須和子さんの出品牛「かつ

ひさ号」

↑優等賞を受賞した後藤克寿さん（荻）の「つる」

←左から久住校
うし部の佐藤
望充さん、吉
野由妃音さん、
吉田台楓さん、
そして出品牛
の「はるか」
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全共で最高賞の内閣総理大臣賞を獲得
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後
継
者
確
保
に
向
け
て

　

竹
田
市
で
は
こ
の
よ
う
な
課
題
を

解
決
す
べ
く
、
県
内
で
も
初
の
45
歳

未
満
の
親
元
就
農
者
に
対
し
給
付
金

を
支
給
す
る「
親
元
就
農
支
援
事
業
」

や
、
認
定
農
業
者
ま
た
は
認
定
農
業

者
と
経
営
を
と
も
に
す
る
後
継
者
の

妊
娠
出
産
期
の
人
件
費
を
補
助
す
る

「
農
業
後
継
者
雇
用
安
定
事
業
」、
畜

産
の
後
継
者
育
成
を
支
援
す
る「
草

原
の
黒
い
ダ
イ
ヤ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」な
ど
次
代
の
農
業
後
継
者
の
確

保
に
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に「
竹
田
市
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」と「
里
親
就
農
支

援
制
度
」を
立
ち
上
げ
、
新
規
就
農

者
の
確
保
、
育
成
を
図
る
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
竹
田
市
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー

ル
」開
設
へ

　

竹
田
市
の
農
産
物
を
代
表
す
る
ト

マ
ト
の
後
継
者
育
成
や
新
規
就
農
者

の
受
け
皿
と
し
て
、
平
成
22
年
に
開

校
し
た「
と
ま
と
学
校
」。
平
成
28
年

４
月
ま
で
に
11
名
の
研
修
生
が
卒
業
、

市
内
で
独
立
・
就
農
し
、
地
域
を
担

う
生
産
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
農
業
の
発
展
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た「
と
ま
と
学
校
」は

来
年
３
月
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
に
代
わ
る
制
度
と
し
て
平
成
30

年
度
か
ら
新
た
に「
竹
田
市
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」を
開
設
し
ま
す
。

　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
は
産
地

の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め

に
、「
就
農
コ
ー
チ（
研
修
農
家
）」の

も
と
で
の
実
習
や
模
擬
営
農
、
指
定

施
設
で
の
座
学
研
修
を
概
ね
２
年
間

行
い
、
就
農
す
る
制
度
で
す
。
竹
田

市
で
は
、
ト
マ
ト
の
農
業
経
営
者
を

目
指
す
研
修
生
を
募
集
、
来
年
春
か

ら
就
農
に
向
け
た
研
修
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
多
品
目
へ
の

拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

研
修
生
の
募
集
を
開
始

　

竹
田
市
で
は
、
現
在
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
開
設
に
伴
い
、
研
修
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
期
間
は
来
年
の
４
月
か
ら
平

成
32
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
、
就
農

コ
ー
チ
の
も
と
で
夏
秋
ト
マ
ト
の
栽

培
技
術
を
学
び
ま
す
。
応
募
資
格
は

①
就
農
時
の
年
齢
が
45
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
、
②
研
修
終
了
後
、
市
内
で

Ｊ
Ａ
ト
マ
ト
部
会
員
と
し
て
就
農
す

る
こ
と
、
③
市
内
に
居
住
し
、
研
修

を
受
け
る
こ
と
、
④
普
通
自
動
車

免
許
を
取
得
す
る
こ
と（
Ａ
Ｔ
限
定

可
）、
⑤
就
農
１
年
目
の
生
活
資
金

程
度（
概
ね
２
０
０
万
円
程
度
）を
用

意
で
き
る
こ
と
、
⑥
心
身
と
も
に
健

康
で
あ
る
こ
と
、
で
す
。
募
集
人
数

は
若
干
名
。
竹
田
市
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

ス
ク
ー
ル
申
込
書
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
募
集
締
切
は
10
月
30

日
㈪
で
す
。

　

新
規
就
農
を
考
え
て
い
る
方
は
ぜ

ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

県
内
初「
里
親
就
農
支
援
制
度
」

　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
と
並
行

し
て
、
市
で
は
近
い
将
来
、
高
齢
な

ど
に
よ
り
農
業
を
リ
タ
イ
ア
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
農
業
者
を「
里
親
」と

し
、
そ
の
農
業
者
の
優
れ
た
知
識
や

技
術
を
、
新
規
就
農
を
希
望
す
る
研

修
生
に
教
え
る「
里
親
就
農
支
援
制

度
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
里
親

は
研
修
生
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
、

農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
地
域
の
文

化
や
ル
ー
ル
を
伝
授
。
研
修
生
は
里

親
の
も
と
で
の
一
定
期
間
の
研
修
の

の
ち
、
里
親
か
ら
農
地
や
営
農
に
必

担
い
手
の
確
保
を
目
指
し
て

動
き
出
す 

竹
田
の
農
業

　

２
２
８
億
円
―
。
大
分
県
下
で
断
ト
ツ
の
農
業
産
出
額
を
誇
る
竹
田
市
で

は
、
カ
ボ
ス
や
サ
フ
ラ
ン
、
し
い
た
け
を
前
面
に
打
ち
出
し
た「
日
本
一
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
、
九
州
竹
田
市
産
ホ
ッ
プ
の
実
証
栽
培
を

始
め
る
な
ど
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
農
業
産
出
額
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
功
を
奏

し
て
い
る
一
方
で
、
農
業
生
産
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
次
代
を
担
う
後
継
者

の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

↑トマトの生産技術を学ぶ竹田市荻町の就農学校
「一般社団法人とまと学校」

↑９月１日に市役所本庁舎で開かれた「竹田市ファー
マーズスクール推進協議会設立総会」

（竹田市ファーマーズスクール  就農までの流れ）
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動き出す 竹田の農業

要
な
機
械
や
設
備
な
ど
を
譲
り
受
け
、

農
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
里
親

の
営
農
を
継
承
し
な
が
ら
、
集
落
営

農
法
人
や
農
産
加
工
所
な
ど
地
域
の

農
業
の
担
い
手
と
し
て
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
里
親
就
農
支
援
制
度
、
現
在

里
親
農
家
を
募
集
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員

会
の
台
帳
を
基
に
対
象
農
家
に
は
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
。
里
親
が
可

能
と
回
答
し
た
農
家
に
対
し
て
個
別

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
里
親
農
家

へ
の
登
録
を
決
定
し
ま
す
。

　

新
規
就
農
者
を
確
保
し
な
が
ら
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
目
指
す
、「
里

親
就
農
支
援
制
度
」。

　

一
大
農
業
生
産
地
で
あ
る
竹
田
市

の
、
未
来
の
農
業
を
支
え
る
取
り
組

み
が
歩
み
出
し
ま
す
。

　

東
京
農
業
大
学
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ

ネ
ス
学
科
の
学
生
８
名
が
８
月
24
日

か
ら
31
日
ま
で
の
８
日
間
、
農
業
の

実
地
研
修
の
た
め
来
竹
。
こ
の
研
修

は
農
業
生
産
や
加
工
・
流
通
、
現
場

で
の
農
業
体
験
等
を
通
じ
て
、
農
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
町
合
併
前
の
旧
荻
町
の

と
き
か
ら
14
年
に
わ
た
っ
て
続
い

て
い
ま
す
。

　

学
生
ら
は
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
組
織「
来
ち
ょ
く
れ
竹

田
研
究
会
」の
農
家
民
宿
先
に
宿

泊
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
や
カ
ボ
ス

な
ど
の
農
産
物
の
栽
培
か
ら
出
荷

に
係
る
作
業
や
直
売
所
で
の
販

売
・
接
遇
実
習
を
体
験
。
８
日
間

の
研
修
を
振
り
返
り
、
片
山
翼
さ

ん
は「
農
家
の
技
術
、
ひ
と
つ
の
作
物

を
育
て
る
の
に
費
や
す
時
間
や
努
力
を

学
ん
だ
。
将
来
、
子
ど
も
と
農
業
を
繋

ぐ
職
業
に
就
く
こ
と
で
こ
の
経
験
を
伝

え
て
い
き
た
い
」、
石
井
弘
美
さ
ん
は

「
卒
業
後
は
食
品
会
社
に
就
職
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
野
菜
を
育
て
る
一

つ
ひ
と
つ
の
地
道
な
作
業
を
経
験
で
き
、

ま
た
農
家
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
立
て

た
こ
と
は
貴
重
な
財
産
」と
話
し
ま
し

た
。

↑トマトの選果作業を行う学生ら

↑竹田大使に任命された氏田善宣さん（右から５番目）とスタッフの皆さん

片山　翼さん

石井弘美さん

■竹田市里親就農支援制度の仕組み

竹田の農業を学んで
～東農大バイオビジネス学科実地研修～

　

竹
田
市
に
愛
着
を
持
ち
、
市
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光
振
興
に
繋
げ

る
た
め
魅
力
を
広
く
宣
伝
し
て
い
た

だ
く「
竹
田
大
使
」に
、
氏
田
善
宣
さ
ん

（W
OODH

OUSE

株
式
会
社
・W

in w
ith 

fam
ily

株
式
会
社
代
表
）が
就
任
。
８

月
30
日
、
竹
田
市
役
所
で
任
命
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
三
宅
出
身
の
氏
田
さ
ん
は
福

岡
県
の
飲
食
店
で
修
業
後
、
２
０
１
２

年
に
市
内
に
飲
食
店
を
出
店
。
そ
の
後

２
年
の
間
に
大
分
市
に
２
店
舗
、
竹
田

市
に
１
店
舗
を
展
開
し
、
２
０
１
４
年

に
は
、「
第
９
回
居
酒
屋
甲
子
園
」で
日

本
一
、
翌
年
も
準
優
勝
に
輝
き
、
市
の

特
別
功
労
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
に
は
５
店
舗
目
と
な
る

飲
食
店
を
開
店
。
併
せ
て
市
内
に
加
工

所
を
開
所
し
、
ギ
フ
ト
事
業
や
食
材
卸

事
業
等
の
展
開
も
始
め
る
な
ど
、
城
下

町
再
生
・
空
き
店
舗
活
用
の
好
事
例
と

し
て
、
ま
た
若
い
起
業
家
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
し
て
大
き
な
実
績
を
残
し
て
い

る
氏
田
さ
ん
。

　

首
藤
市
長
は「
新
し
い
食
文
化
を
花

開
か
せ
、
そ
の
成
功
事
例
が
若
い
人
を

勇
気
づ
け
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

竹
田
大
使
と
し
て
、
竹
田
市
の
魅
力
を

全
国
に
、
世
界
に
広
げ
て
ほ
し
い
」と

あ
い
さ
つ
。
氏
田
さ
ん
は
、「
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
る
50
人
の
仲
間
と
、『
地

方
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
』を
考
え
な
が

ら
、
こ
の
竹
田
市
か
ら
広
く
情
報
を
発

信
し
て
い
き
た
い
」と
竹
田
大
使
に
任

命
さ
れ
た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

竹
田
大
使
に
氏
田
善
宣
さ
ん
が
就
任

5

竹田市ファーマーズスクールと里親就農支援制度に関するお問い合わせは
竹田市農政課　☎63-4805までお願いします。



広報たけた  平成29年10月号

１．職員の任免及び職員数に関する状況
⑴採用と退職の状況

平成28年4月1日現在職員数 退職者 採用者 平成29年4月1日現在職員数
362人 21人 11人 352人

　【職員削減の状況】　H28…△10人　　H27…△16人　　H26…△11人

⑵部門別職員数の状況

部　門 職員数（人） 対前年比
(人) 部　門 職員数（人） 対前年比

(人)28年度 29年度 28年度 29年度

一
般
行
政
部
門

議　会 4 4 0 特
別
行
政
部
門

教　育 37 34 △ 3
総　務 69 71 2 警　察 0 0 0
税　務 15 15 0 消　防 58 58 0
民　生 44 39 △ 5 計 95 92 △ 3
衛　生 23 21 △ 2 公

営
企
業
等
部
門

病　院 0 0 0
労　働 1 1 0 水　道 9 9 0
農　水 44 43 △ 1 交　通 0 0 0
商　工 8 9 1 下水道 3 3 0
土　木 27 26 △ 1 その他 20 19 △ 1

計 32 31 △ 1
計 235 229 △ 6 合計 362 352 △ 10

⑶定員管理計画の状況

平成17年
４月１日
職員数

数　値　目　標 実　　　績
平成29年
4月1日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

平成29年
４月１日
職員数

対17年
増減数

対17年
増減率

522人 358人 △164人 △31.4％ 352人 △170人 △32.6％

２．職員の給与の状況
⑴人件費の状況（平成28年度普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
(平成29年3月31日)

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

職員給与費
Ｃ

人件費率
Ｂ／Ａ

職員給与費率
Ｃ／Ａ

28年度 人 千円 千円 千円 ％ ％
　22,661  19,528,350 3,625,520 2,054,424   18.6 10.5 

※人件費には、特別職等に含まれる給与・報酬及び委員報酬等を含みます。

⑵職員の給与費の状況（平成29年度普通会計予算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 計
Ｂ

1人当り
給与費
Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当

29年度 人 千円 千円 千円 千円 千円
342 1,459,155 283,219 612,011 2,354,385 6,884

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　給与費は当初予算に計上された予算額です。
※３　職員数は当初予算積算の基礎となった人数です。（特別職は含みません）

　竹田市の職員数は、平成17年の合併後170人の削減をしてきました。それでもなお、人口や産業構造等での類似団
体の中で、人口１万人当たりの職員数の割合が多い状況にあります。
　そこで竹田市では、事務事業や組織の見直し、退職者不補充などの行財政改革を推進し、さらなる職員数の削減に
努めているところです。しかし、この削減がサービスの低下につながるものではありません。職員一人ひとりのマン
パワーを活用し、住民サービスの更なる向上、周辺地域振興策の強化、地方創生への取り組みに役立てていきます。

竹田市人事行政の運営等の状況 〈平成28年度〉

　地方公務員法第58条の２及び「竹田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、平成28年度の竹田市
人事行政の運営等の状況について公表します。
　これは、市における人事行政の運営状況の公平性・透明性の確保を図るため、市民の皆さんに公表するものです。

「市民に信頼される質の高い行政サービスの提供を」

6
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⑶職員の平均給料月額および平均年齢の状況　　　　　　⑷職員の初任給の状況（削減後額）
　　　　　　　　　　　　  　（平成29年4月1日現在）　 　　　　　　　　　　　　　　   （平成29年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢 区　　分 初任給 採用後２年経過時
一般行政職 351,000円 46.0歳 大学卒 182,952円 195,525円

高校卒 148,995円 163,053円
※平成29年４月１日から平成30年３月31日までの間は、給料月額を階級に応じて１％～６％の減額措置を実施し

ています。

⑸職員の経験年数別、学歴別平均給料月額（減額後）の状況　　　　　　　　　　　　　 　（平成28年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 高　校　卒 222,255円 263,932円 334,855円
※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。

⑹級別職員数(一般行政職)の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （平成29年4月1日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計

標準職務 主　事 主　任 主　査 係　長
副主幹

課長補佐
主　　幹

課長、参事
課長補佐 課　長 ―

職員数（人） 5 9 24 82 42 15 31 0 208
構成比（％） 2.4 4.3 11.5 39.4 20.2 7.2 15.0 0 100.0

⑺職員手当の状況
①期末・勤勉手当　　　　　（平成29年6月1日現在）　　　   ②退職手当　　　　　　　　（平成29年4月1日現在）

区　分 期末手当 勤勉手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年
 ６ 月期 1.225月分 0.85月分 勤続20年 20.445月分 27.405月分
12月期 1.375月分 0.85月分 勤続25年 29.145月分 34.5825月分

役職による加算措置5～15％ 勤続35年 41.325月分 49.59月分

③諸手当
区　分 項　　　　　　目

扶 養 手 当 配偶者、子ども等を扶養している場合に支給。配偶者13,500円、他7,000円～16,000円
住 居 手 当 借家（最高27,000円）、持家（月額2,500円）の区分で支給
通 勤 手 当 ２㎞以上の通勤距離に応じて支給。2,100円～23,140円
管 理 職 手 当 管理職に対して支給。給料月額の５％～７％
時 間 外 手 当 正規の勤務時間を超えて勤務を命じた場合に支給
特 殊 勤 務 手 当 税務職員、ケースワーカー、消防職員、医師職員

⑻特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年7月1日）
種　　類 区　　分 給料月額等 減額後給料月額 期末手当

給　　料
市　長 814,000円 716,320円

 ６ 月期　1.550月分
12月期　1.700月分

加算措置15％

副市長 653,000円 600,760円
教育長 585,000円 538,200円

報　　酬
議　長 402,000円 −円
副議長 362,000円 −円
議　員 340,000円 −円

※平成30年３月31日までの間は、給料月額を市長12％、副市長8％、教育長8％の減額措置を実施しています。

３．職員の勤務時間および休暇等の状況
⑴勤務時間の状況

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 週休日
38.75時間 午前8時30分 午後5時 午後0時15分～午後1時 土曜日・日曜日

⑵休暇等の状況
種　　類 概　　　　要 取得状況

年次有給休暇 暦年により20日付与。20日を超えない範囲内の残日数を翌年に限り繰り越す
ことができる     6.0日／年

介 護 休 暇 介護を最低２週間以上必要とし、同一の継続する状態ごとに連続する６月の期
間内（無給休暇） 0人

育 児 休 業 子が３歳に達する日までの期間（無給休暇） 0人
※１　取得状況は、平成28年1月1日～平成28年12月31日の暦年での取得状況です。
※２　上記の休暇以外に公務災害休暇、病気休暇及び特別休暇等があります。
※３　育児休業は、平成28年度中に新たに育児休業を取得した人数です。
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４．職員の分限および懲戒処分の状況（平成28年度）
分　限　処　分（人） 懲　戒　処　分（人）

免職 降任 降給 休職 計 免職 停職 減給 戒告 計
0 0 0 1 1 0 0 0 0 0

５．職員の服務の状況
　全ての職員は、「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行にあたっては全力で奉仕しなけれ
ばなりません。この服務の基本原則を忠実に実行するため、地方公務員法の規定により、次の義務が課せられて
います。
　○法令等及び上司の命令に従う義務　○信用失墜行為の禁止　○秘密を守る義務　○職務に専念する義務
　○政治的行為の制限　○争議行為等の禁止　○営利企業等の従事制限

６．職員の研修の状況（平成28年度）
研　修　名 内　　　　容

職 場 研 修
竹田セミナー（政策研修、官製談合防止法・独占禁止法研修、人事評価制度研修、7.12竹田市
防災の日特別講演、建設工事技術職員研修会、財務事務研修、接遇研修、メンタルヘルスセ
ミナー、歯科セミナー、人権教育研修ほか）

基本・職務研修
課長・課長補佐・係長・中堅職員・新採用研修、契約事務（基本・工事請負）研修、財務実務
研修、公金徴収（私債権等）事務研修、複式簿記と公会計基礎研修、税務関係各種研修、政策
形成能力基礎講座、リスクマネジメント研修、公務員倫理研修指導者養成講座ほか

派 遣 研 修 人事評価制度の導入、市町村税徴収事務、防災担当人材育成研修、文化・芸術の活用による
地域づくり、エネルギー管理講習ほか

体 験 研 修 ドイツ国際交流事業

７．その他
⑴公平委員会業務の状況（平成28年度）
①勤務条件に関する措置の要求の状況　　　　　　　②不利益処分に関する不服申立ての状況

措置要求件数 不服申立て件数
終結件数 終結件数

０ − ０ −

福利厚生事業の状況の概要　〈平成28年度〉

　竹田市では､ 地方公務員法第42条の厚生福利制度に基づき､ 職員の福利厚生事業を実施しています。人事行政
運営等の状況の公表の一環として福利厚生事業の実施状況等の概要をお知らせします。

《参考》　地方公共団体は、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項について計画を樹立し、これを実施し
なければならない。〔地方公務員法第42条〕

１．職員互助会の運営状況（平成28年度）
団　体　名 会員数 市補助金 公費率 主　な　事　業

竹田市職員共済会 366人 3,533千円 33％ 給付事業、文化厚生事業、普及事業

※公費率＝公費／（公費＋会員掛金）

２．健康管理事業の状況（平成28年度）　　　　 ３．公務災害補償の状況（平成28年度）
項　　目 内　　　　容 加入団体 認定件数 災害の内容

定期健康診断 基本検査（345人）

地 方 公 務 員
災 害 補 償 基
金大分県支部

0件 公務上の負傷

各種がん検診 前立腺がん（97人・50歳以上男）
乳がん（86人・女）

そ の 他

脳 疾 患 検 査（29人・45歳50歳55歳
58歳）、ピロリ菌(20人・30歳45歳
58歳)、ＨＣＶ抗体検査（54人・20
歳以上５歳刻み）、胸部CT(29人・
43歳50歳55歳58歳59歳)

問竹田市総務課職員係　☎63-1111（内線216・217）
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
29
年
６
月
か
ら
平

成
29
年
７
月
ま
で
の
各
月
に
お
い

て
、
市
長
部
局
、
上
下
水
道
課
及
び

教
育
委
員
会
の
監
査
を
実
施
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

精
査
を
し
、
監
査
当
日
は
証
書
類
及

び
そ
の
他
関
係
書
類
等
の
審
査
を
行

い
、
処
理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要
な

箇
所
は
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

市
長
部
局
・
上
下
水
道
課

■
白
丹
保
育
所

　

不
審
者
侵
入
対
応
を
は
じ
め
、
緊

急
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
警
察
・

消
防
な
ど
外
部
機
関
と
の
緊
密
な
連

携
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
、
園

児
の
特
性
に
対
応
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

加
え
て
食
育
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

■
荻
支
所
地
域
振
興
課

　

関
係
機
関
、
団
体
等
と
連
携
を
図

り
、
荻
地
域
の
農
業
振
興
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

観
光
施
設
、
資
源
の
今
後
一
層
の

利
活
用
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

  

「
支
所
の
基
本
的
方
針
」に
基
づ
き
、

窓
口
対
応
の
一
層
の
向
上
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

関
係
課
と
連
携
を
図
り
、
職
員
の

健
康
管
理
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

■
久
住
支
所
地
域
振
興
課

　

観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
地
域
住

民
、
組
織
等
と
連
携
し
て
活
力
を
引

き
出
す
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

　

農
業
、
商
工
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
各
種
制
度
を
有
効
活
用
し

て
向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

関
係
課
と
連
携
を
図
り
、
職
員
の

健
康
管
理
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

■
直
入
支
所
地
域
振
興
課

　

直
入
地
域
の
農
業
、
商
工
観
光
に

お
け
る
地
域
振
興
を
一
層
図
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　

森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ
ー
事
業
負

担
金
の
滞
納
整
理
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

関
係
課
と
連
携
を
図
り
、
職
員
の

健
康
管
理
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

■
上
下
水
道
課

　

上
水
道
・
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、

「
竹
田
市
水
道
料
金
等
審
議
会
」の
答

申
を
踏
ま
え
、
実
行
性
あ
る
水
道
料

金
の
滞
納
整
理
を
進
め
、
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
な
水
道
水
の
供
給
が
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
・
浄
化
槽
整

備
推
進
事
業
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ン
ト
事
業
に
お
け
る
滞
納
整
理
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

簡
易
水
道
・
生
活
排
水
事
業
に
つ

い
て
は
、
支
所
と
の
連
携
を
図
る
よ

う
要
望
す
る
。

教
育
委
員
会

■
図
書
館

　

新
図
書
館
の
完
成
、
開
館
を
受
け

て
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
市
立
図
書

館
と
し
て
の
新
た
な
歴
史
を
重
ね
る

と
共
に
、
市
民
の
期
待
に
応
え
得
る

運
営
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

　

加
え
て
、
旧
３
町
図
書
館
及
び
学

校
図
書
室
と
の
更
な
る
連
携
を
図
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

竹
田
市
監
査
委
員

　
　
児
　
玉
　
淳
　
一

　
　
阿
　
部
　
雅
　
彦

監
査
公
表

監査公表／人権シリーズぬくもり

　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け

る
人
権
侵
害
が
問
題
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

身
近
に
な
っ
て
き
た
現
在
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、
個
人
情

報
や
写
真
を
気
軽
に
載
せ
る
人
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
便
利
で

あ
り
、
友
人
や
世
間
の
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
重
要
な

ツ
ー
ル
で
す
。
言
葉
を
並
べ
る
よ
り
、

家
族
の
写
真
、
友
達
と
一
緒
に
写
っ

た
写
真
１
枚
だ
け
で
伝
え
ら
れ
る
思

い
や
感
動
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
そ
の
反
面
、
思
い
が
け
な
い
ト
ラ

ブ
ル
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

特
に
10
代
の
子
ど
も
た
ち
の
間
で

次
の
よ
う
な
事
例
が
多
く
、
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

  「
女
子
高
校
生
Ａ
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
男
性
Ｂ
と
興
味
本

位
で
会
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
交

際
を
始
め
、
Ｂ
に
裸
の
写
真
を
撮
影

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ａ
が
別
れ

た
い
と
告
げ
る
と
、
Ｂ
は
そ
れ
を
拒

み
続
け
、
Ａ
が
交
際
を
絶
つ
と
、
Ｂ

は
腹
い
せ
に
Ａ
の
裸
の
写
真
を
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
し
、
写
真
は
瞬
く
間
に

拡
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。」

　

ネ
ッ
ト
社
会
と
い
う
の
は
、
誰

も
が
簡
単
に
情
報
を
発
信
で
き
ま

す
。
そ
し
て
誰
も
が
簡
単
に
そ
の
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
一
度
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
し
た
写

真
な
ど
の
個
人
情
報
は
、
そ
の
時
だ

け
の
問
題
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
そ

の
情
報
は
完
全
に
削
除
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
し
ま

い
、
将
来
に
お
い
て
も
被
害
を
受
け

続
け
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ど
う
し
た
ら
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

ネ
ッ
ト
環
境
か
ら
子
ど
も
を
遠
ざ

け
る
だ
け
で
安
心
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

本
当
に
必
要
な
こ
と
は
、
め
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
社
会

か
ら「
つ
い
て
い
け
な
い
」と
目
を
逸

ら
さ
ず
、
大
人
自
身
も
子
ど
も
と
一

緒
に
学
び
考
え
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
無
自
覚
な
ま
ま
加
害
者
や
被
害

者
に
な
ら
な
い
た
め
の
知
恵
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
、
家

庭
で
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
作
る
こ

と
が
、
安
全
で
有
意
義
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス（Social 

N
etw

ork Service

）の
略
。
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
促
進
・
サ
ポ
ー
ト
し
、

幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
。

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
63
―

４
８
１
７

被害者にも加害者にもならないために

30
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広報たけた  平成29年10月号

竹
田
市
中
学
生
国
際
交
流
事
業

帰
国
報
告
会

  

「
平
成
29
年
度
竹
田
市
中
学
生
国
際

交
流
事
業
」と
し
て
、
８
月
22
日
か

ら
４
日
間
の
日
程
で
台
湾
に
派
遣
さ

れ
た
中
学
生
の
帰
国
報
告
会
が
８
月

31
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
事
業
は
今
年
1
月
、
竹

田
市
と
台
湾
の
高
雄
市
田
寮
区
が

「
観
光
文
化
友
好
交
流
都
市
」の
協
定

覚
書
を
締
結
し
た
こ
と
か
ら
、
相
互

の
人
材
交
流
を
図
ろ
う
と
今
回
初
め

て
行
わ
れ
、
中
学
生
10
人
は
高
雄
市

田
寮
区
を
訪
問
、
田
寮
区
長
を
表
敬

し
ま
し
た
。
高
雄
市
で
は
、
現
地
の

中
学
生
と
交
流
。
佛ぶ
っ

光こ
う

山ざ
ん

佛ぶ
っ

陀だ

紀き

念ね
ん

館か
ん

や
月
世
界
等
の
観
光
地
を
見
学
す

る
な
ど
、
有
意
義
な
４
日
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

市
民
訪
問
団
来
竹

　

９
月
１
日
に
は
高
雄
市
か
ら
市
民

訪
問
団
が
来
竹
、
市
役
所
で
歓
迎
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
田
市
を
訪
れ

た
の
は
、
１
月
の
調
印
式
で
通
訳
を

務
め
て
い
た
だ
い
た
郭か
く

子し

瑄げ
ん

さ
ん
の

家
族
や
友
人
、
大
学
の
先
生
な
ど
13

人
。
歓
迎
式
の
後
、
訪
問
団
の
皆
さ

ん
は
国
指
定
史
跡
岡
城
跡
や
荻
町
の

「
一
般
社
団
法
人
と
ま
と
学
校
」な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。
訪
問
団
団
長
の

董と
う

幸こ
う

正せ
い

さ
ん
は「
台
湾
に
は
見
ら
れ

な
い
城
跡
で
、
石
垣
が
そ
び
え
る
姿

が
長
い
歴
史
と
風
情
を
感
じ
る
。
台

湾
に
帰
っ
て
竹
田
の
風
景
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
た
い
」と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

台
湾
の
高
雄
市
田
寮
区
へ

　
　
　

訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か

　

竹
田
市
と「
観
光
文
化
友
好
交
流

都
市
」の
台
湾
の
高
雄
市
田
寮
区
へ

の
市
民
訪
問
団
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

30
名

補
助
金
対
象
者　

竹
田
市
に
住
民
基

本
台
帳
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方

助
成
金　

１
人
上
限
５
千
円

助
成
金
対
象
経
費　

交
流
事
業
に
要

す
る
参
加
費
及
び
旅
費

日
程　

平
成
30
年
１
月
中
旬
頃

（
２
泊
３
日
）

※
日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

た
け
た
11
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
63
―

４
８
０
７

岡
城
跡
が
18
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
！

「
旅
好
き
が
選
ぶ
！  

日
本
の
城
ラ
ン
キ

ン
グ
２
０
１
７
」

　

世
界
最
大
の
旅
行
サ
イ
ト

「TripAdvisor®

」の
日
本
法
人
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
株
式
会
社

（
本
社
：
東
京
都
）で
は
、
過
去
1
年

間
に
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
上
に

投
稿
さ
れ
た
全
て
の
口
コ
ミ
を
基
に

「
旅
好
き
が
選
ぶ
！
日
本
の
城
ラ
ン

キ
ン
グ
２
０
１
７
」を
発
表
。

　

姫
路
城（
兵
庫
県
姫
路
市
）や
松
本

城（
長
野
県
松
本
市
）な
ど
全
国
的
に

も
有
名
な
城
が
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
な

か
、
国
指
定
史
跡
岡
城
跡
が
ラ
ン
キ

ン
グ
18
位
に
初
選
出
。「
保
存
状
態
、

規
模
と
も
一
番
。
石
垣
も
キ
レ
イ
に

残
っ
て
い
て
ス
ゴ
イ
の
一
言
」な
ど
、

「
荒
城
」の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い
、
歴

史
を
重
ね
た
見
ど
こ
ろ
の
あ
る
城
と

口
コ
ミ
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
風
情
を
感

じ
る
石
垣
と
広
大
な
面
積
を
誇
る
岡

城
跡
で
散
策
を
楽
し
ま
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

岡城跡石垣清掃ボランティアを募集します
　岡城跡では、昭和55年から九州電力グループ
を中心としたボランティア清掃作業が行われて
います。秋の行楽シーズンに気持ちよく観光客
を迎える目的で、今年も次の日程で作業を実施
いたします。手袋と鎌等の作業用具を持参のう
え、ぜひご参加ください。

期　　日　10月21日㈯ （雨天の場合10月28日㈯）
時　　間　午前８時～11時30分
集合場所　岡城跡駐車場
※準備の都合がありますので、参加される方は

事前に竹田市教育委員会文化財課（☎63-4818）
までご連絡をお願いします。

※来年からは、10月の第２土曜日を「岡城清掃
の日」（仮称）として実施する予定です。多く
の方々の参加をお待ちしております。

↑「台湾の歴史文化を
学び、生活や雰囲気
を感じ取ることがで
きた。台湾の人の温
かさに触れるととも
に、日本の良さに改
めて気づかされた」
と直入中学校の工藤
舞香さん

↑生徒たちが感じた人と人との繋がりや温かさ。今
回の訪問は、竹田市と台湾・高雄市との新たな友
好の絆の第一歩となりました

↑市民規模での今回の訪問は、今後台湾・高雄市
と竹田市の民間交流の架け橋の第一歩となるこ
とでしょう

台湾の高雄市田寮区と新たな友好の絆
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台
湾
の
高
雄
市
田
寮
区
と
新
た
な
友
好
の
絆

↑秋の行楽シーズンを前にボランティアの皆さんが
石垣を清掃（昨年の様子）
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①
大
分
市

②
竹
田
市
の
町
並
み
や
暮
ら
す
方
々
に
細
胞

レ
ベ
ル
で
恋
を
し
て
移
り
住
ん
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
物
や
事
を
見
た
が
り
、
聞
き
た
が

り
、
知
り
た
が
る
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
持
っ

て
、
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

ま
す
。

①
愛
知
県
名
古
屋
市

②
来
年
大
分
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
や

久
住
高
原
美
術
館
の
運
営
等
に
携
わ
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
多
く
の
文
化
人
を
輩
出
し
、

ま
た
作
品
が
生
ま
れ
て
き
た
竹
田
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
３
つ
の
団
体
に

市
民
提
案
型
地
域
活
力
創
造
事

業
認
定
書
交
付
式

　

公
共
的
な
活
動
を
営
む
団
体
等
を
対
象

に
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事
業
案

を
募
り
、
採
用
団
体
に
補
助
金
を
交
付

す
る「
市
民
提
案
型
地
域
活
力
創
造
事
業
」。

採
択
団
体
に
は
上
限
１
０
０
万
円
と
し
た

補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
31
日
に
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
、

３
つ
の
団
体
の
代
表
者
に
認
定
書
を
交
付
。

首
藤
市
長
は「
成
果
が
実
り
多
い
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
、
各

団
体
の
代
表
者
は「
補
助
金
を
活
用
し
て

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

認
定
さ
れ
た
事
業
・
団
体
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
開
設
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
事
業　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
田
キ

リ
シ
タ
ン
未
来
計
画
（
代
表　

猪
野
一

男
）　

１
０
０
万
円

・
自
然
を
活
か
し
た
地
域
交
流
拠
点
整
備

事
業　

丸
山
自
治
会
（
代
表　

足
立
久

明
）　

60
万
円

・
日
本
一
の
し
だ
れ
桜
公
園
整
備
事
業

「
１
０
０
年
つ
づ
く
観
光
地
づ
く
り
」　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
し
だ
れ
の
里
を
創

る
会
（
代
表　

安
部
博
進
）　

60
万
円

私たち、地域おこし協力隊です

　

竹
田
市
保
険
健
康
課
に
在
籍
し
て

い
る
萩は

ぎ

原わ
ら

悠ゆ
う

子こ（
3
期
）で
す
。

『
な
ん
で
来
た
の
？
』

『
任
期
が
終
わ
っ
た
ら
帰
っ
ち
ゃ
う

ん
で
し
ょ
？
』

　

何
回
き
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
…

も
ち
ろ
ん
、い
ろ
ん
な
想
い
が
あ
り

ま
す
が
。

　

東
京
よ
り
移
住
し
て
１
年
半
。
協

力
隊
の
任
期
で
い
え
ば
ち
ょ
う
ど
半

分
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
心
地

よ
い
と
感
じ
、
定
住
し
た
い
想
い
は

当
初
よ
り
か
わ
ら
ず
、む
し
ろ
い
ろ

ん
な
出
逢
い
が
広
が
る
に
つ
れ
日
々

の
生
活
に
面
白
み
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

定
住
を
目
指
し
て
い
く
か
ら
に
は
、

そ
こ
の
土
地
竹
田
に
い
て
感
じ
る
た

く
さ
ん
の『
た
か
ら
も
の
』（
人
・
自

然
・
文
化
）そ
れ
ら
を
じ
ゅ
ん
ぐ
り

（
繋
ぐ･

守
る･

伝
え
る
…
）し
て
い
く

こ
と
で
、
日
々
の
暮
ら
し
に
も
よ
り

豊
か
で
充
実
し
た
も
の
が
じ
ゅ
ん
ぐ

り（
巡
る
）し
て
く
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
の
最
近
の
ひ
と
こ

ま
と
し
て
は
、
新
竹
田
市
立
図
書
館

前
の『cafe&

gallery Grandpa

』を

お
借
り
し
て『i

イ
コ
イ

coi  c

カ
フ
ェ

afe

』を
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

　

食
材
は
出
来
る
限
り
地
産
地
消

で
、
信
頼
で
き
る
農
家
さ
ん
や
生
産

者
さ
ん
が
愛
情
た
っ
ぷ
り
育
て
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
旬
の
も
の
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
小
さ
な
お

子
さ
ま
連
れ
で
も
安
心
し
て
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
る『
憩
い（
イ

コ
イ
）』の
場
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、

そ
う
し
た
想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆　

◆　

◆

　

今
年
度
よ
り
、
長
湯
温
泉
の
温
泉

療
養
文
化
館「
御
前
湯
」に
温
泉
利
用

指
導
者
・
保
健
師
と
し
て
配
属
さ
れ

た
熊く

ま

谷が
え

麗れ
い（

5
期
）で
す
。
竹
田
市
は

日
本
一
の「
国
民
保
養
温
泉
地
」を
め

ざ
し
て
、
世
界
に
通
じ
る
個
性
的
な

温
泉
地
の
形
成
を
テ
ー
マ
と
し
、
温

泉
を
使
っ
た
健
康
づ
く
り
や
予
防
医

療
、
観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
て
、

私
は「
御
前
湯
」に
来
館
さ
れ
た
お
客

さ
ん
の
健
康
相
談
や
血
圧
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

　

ま
た
、
竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で「
健
幸
運
動
教
室
」を
、
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
月

２
回「
健
康
づ
く
り
教
室
」を
行
っ
て

い
ま
す
。「
健
幸
運
動
教
室
」で
は
御

前
湯
に
配
属
さ
れ
た
、
私
を
含
め
３

人
の
温
泉
利
用
指
導
者
が
主
と
な
っ

て
、「
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
ト
レ
」「
膝
楽

教
室
」「
腰
楽
教
室
」「
体
に
い
い
ね
！

教
室
」を
日
替
わ
り
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し

た「
体
に
い
い
ね
！
教
室
」を
担
当
し
、

皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

ど
の
教
室
も
、
誰
で
も
、い
つ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63
―

４
８
１
０

↑『icoi  cafe（イコイカフェ）』で

↑認定書を交付された３つの団体の皆さん

↑「体にいいね！教室」の様子

竹田市保険
健康課　編

私
た
ち
も
新
し
い
仲
間
に
な
り
ま
し
た

　

９
月
１
日
付
け
で
着
任
し
た
２
名
の
竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。

①
前
住
所
地

②
抱
負

藤
ふじ

原
わら

　美
み

樹
き

企画情報課
（移住定住促進）

足
あ

立
だち

　南
みなみ

文化政策課
（文化振興）
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ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
昭
和
時

代
に
撮
影
し
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

を
集
め
、
地
域
映
画
を
つ
く
る

「
竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　

こ
の
日
ま
で
に
集
ま
っ
た
フ
ィ

ル
ム
数
点
を
上
映
す
る「
昭
和
の

同
窓
会
」が
９
月
10
日
、
竹
田
市

西
古
町
の
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株

式
会
社
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
活
用
し
た

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。「
映
像
を
見

て
、
当
時
の
竹
田
を
知
り
、よ
り

竹
田
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
地
域
の
活
力
、ま
た
市
民
の

皆
さ
ん
の
元
気
の
源
に
な
れ
ば
」

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
小

笠
原
順
子
さ
ん（
竹
田
市
地
域
お

こ
し
協
力
隊
）。

　

上
映
会
で
は
、
参
加
者
ら
は
昭

和
時
代
に
撮
影
さ
れ
た
８
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
の
映
像
を
懐
か
し
そ
う

に
眺
め
、「
映
っ
て
い
る
人
や
風
景
、

当
時
の
様
子
を
観
る
こ
と
が
で
き

て
感
慨
深
い
。
懐
か
し
さ
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
」と
口
々
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
が
楽
し
み
な「
竹
８
シ
ネ

マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
ご
家
庭
で

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
お
持
ち
の
方

は
ぜ
ひ
ご
提
供
く
だ
さ
い
。

まちの出来事

　

市
民
の
絆
を
強
め
、 

地
域
で
伝
承

さ
れ
て
い
る
踊
り
を
次
世
代
に
残
そ

う
と
、「
第
10
回
奥
豊
後
の
踊
り
を
楽

し
む
夕
べ
」が
８
月
26
日
、
竹
田
市

久
住
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
屋

外
で
の
開
催
が
叶
わ
ず
、
体
育
館
で

開
催
。
会
場
で
は
市
内
各
地
域
の
盆

踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
地
域
に
伝

わ
る
踊
り
を
順
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
夕
べ
で
は
、
宮
城
の
里
保

存
会
の
皆
さ
ん
が「
宮
城
音
頭
」を
初

披
露
。
７
月
に
曲
と
振
付
が
完
成
し
、

今
日
ま
で
の
わ
ず
か
な
期
間
で
練
習

を
重
ね
て
き
た
そ
う
で
、
16
人
の
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
息
の
合
っ
た
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
盆
踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん

や
市
内
事
業
所
か
ら
の
参
加
者
が
二

重
三
重
に
輪
を
つ
く
り
、「
竹
田
お
ど

り
」で
会
場
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

↑今回初披露された「宮城音頭」。宮城の里保存会の
皆さんは「この踊りを地区の祭りなどで披露し広げ
ていきたい」と話していました

↑参加者が総踊りした会場には大輪の花が

踊り繋いで　10周年
― 奥豊後の踊りを楽しむ夕べ ―

竹８シネマプロジェクト「昭和の同窓会」

↑上映会では当時の映像をみて、懐か
しむ声が上がっていました

↑馬場七海さん（写真左）、松岡都祈さん（右）

↑開会式で堂々と入場行進をする竹田市選手団の皆さん

松
岡
さ
ん
、
馬
場
さ
ん
が
入
賞

「
平
成
29
年
度『
少
年
の
主
張
』大
分

県
大
会
」が
８
月
25
日
、
九
重
町
で

開
催
さ
れ
、
県
内
の
中
学
校
か
ら
10

名
が
出
場
。
竹
田
市
か
ら
出
場
し
た

松ま
つ

岡お
か

都と

き祈
さ
ん（
竹
田
南
部
中
２
年
）

が
優
秀
賞
、
馬ば

場ば

七な
な

海み

さ
ん（
直
入

中
３
年
）が
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

市
民
に
元
気
と
感
動
を
！

大
分
県
民
体
育
大
会
開
催

　

９
月
９
日
か
ら
11
日
を
主
日
程
に

第
70
回
大
分
県
民
体
育
大
会
が
別
杵

ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
９
市
３
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
竹
田
市
選
手
団
は

総
勢
４
２
３
名
で
臨
み
、１
４
２･

０

点
を
獲
得
。
前
回
大
会
と
同
じ
総
合

15
位（
Ｃ
部
５
位
）で
し
た
。
主
な
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
陸
上
競
技
】共
通
男
子
５
０
０
０
㍍　

山
田
泰
史　

第
１
位
／
共
通
男
子
走
高

跳　

河
野
右
京　

第
２
位
／
30
歳
以
上

女
子
１
０
０
㍍　

花
田
聖
子　

第
３
位

【
軟
式
野
球
競
技
】第
３
位

【
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
】Ｂ

パ
ー
ト
第
２
位

【
山
岳
競
技
】成
年
女
子　

踏
査　

第
２

位
／
種
別　

第
２
位　

【
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
】ビ
ー
ム
ピ
ス
ト

ル
女
子
40
発　

山
田
愛　

第
２
位

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
】女
子
個
人
の
部 

西
村
優
里
佳　

第
３
位

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
】女
子　

第
３
位

12
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竹田を元気に！
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故
稗
田
宰
子
先
生
の
功
績
を
偲
ん
で

　

今
年
６
月
に
94
歳
の
生
涯
を
閉
じ

ら
れ
た
佐
藤
義
美
記
念
館
名
誉
館
長
、

故
稗
田
宰
子
先
生
の
お
別
れ
の
会
が

９
月
３
日
、「
佐
藤
義
美
記
念
館
こ
と

り
の
ア
ト
リ
エ
」で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

稗
田
先
生
は
童
謡
童
話
作
家
の
佐

藤
義
美
先
生
と
と
も
に
、
童
謡
・
童

話
の
執
筆
、
童
話
や
絵
本
の
翻
訳
、

児
童
向
け
教
材
絵
本
の
創
作
を
手
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
は
、

私
費
を
投
じ「
佐
藤
義
美
記
念
館
」を

建
設
、ミ
ニ
ホ
ー
ル「
こ
の
こ
の
お
う

ち
」と
と
も
に
竹
田
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
竹
田
市
に
移
住

し
た
稗
田
先
生
は
、
佐
藤
義
美
竹
田

童
謡
祭
や
童
謡
作
詞
コ
ン
ク
ー
ル
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
佐
藤
義
美

の
世
界
を
つ
な
ぐ
活
動
に
力
を
注
が

れ
ま
し
た
。

　

竹
田
よ
し
み
会
の
高
橋
功
会
長
は

「
稗
田
先
生
の
残
さ
れ
た
佐
藤
義
美

記
念
館
を
中
心
に
、
児
童
文
学
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
佐
藤
義
美
先
生
、

稗
田
先
生
の
顕
彰
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
参
列
者
全

員
で
佐
藤
義
美
先
生
が
作
詞
し
た

「
グ
ッ
ド
バ
イ
」を
歌
い
、
稗
田
先
生

の
功
績
を
偲
び
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　

風
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
流
線
形

に
配
置
さ
れ
た
書
架
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
家
具
。
県
産
の
杉
が
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
た
新
竹
田
市
立
図
書

館
で
８
月
25
日
、「
九
州
熱
ス
ギ
サ

ミ
ッ
ト
in
竹
田
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
日
本
の
山

林
面
積
の
大
部
分
を
占
め
る
杉
の
、

材
木
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
こ
う
と
日
本
全
国
ス
ギ
ダ
ラ
ケ

倶
楽
部
が
主
催
し
開
催
。
市
民
ら

約
60
名
が
参
加
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
新
図
書
館
の
設
計
者
、

塩
塚
隆
生
さ
ん
と
書
架
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
藤
森

泰
司
さ
ん
を
招
き
、
杉
が
多
く
使

わ
れ
て
い
る
新
し
い
図
書
館
の
ヒ

ミ
ツ
に
つ
い
て
探
り
ま
し
た
。

　

お
二
人
は「
一
定
方
向
に
吹
い
て

い
る
風
の
流
れ
、
ま
た
人
の
流
れ

を
考
え
て
模
索
し
た
形
が
、
今
の

流
線
形
に
配
置
さ
れ
た
書
架
。
そ

の
書
架
も
県
産
の
杉
の
集
成
材
で

作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
書
架
で
、

岡
城
の
城
壁
や
竹
田
の
地
形
を
、

緩
や
か
に
湾
曲
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

高
さ
の
書
架
で
表
現
し
て
い
る
」と

秘
密
を
明
か
し
ま
し
た
。

熱スギる杉への情熱   九州熱スギサミットin竹田

↑新図書館のヒミツについて熱いトーク
が繰り広げられました

　

平
成
30
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指

す
中
九
州
横
断
道
路
の
朝
地
―
竹
田

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
仮
称
）。
開
通

に
向
け
工
事
が
進
む
現
場
で
９
月
２

日
、
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
約
50
名
は
３
か
所
の
現
場

を
見
学
。
工
法
や
完
成
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
担
当
者
の
説
明
を
聞

い
た
参
加
者
か
ら
は
、
早
期
開
通
を

待
ち
望
む
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

防
災
意
識
を
高
め
て

　

親
子
を
対
象
と
し
た
防
災
教
室
が

８
月
26
日
、「
竹
田
市
野
外
活
動
施
設

そ
う
ぞ
う
の
丘
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
約
20
名
が
参
加
。
竹
田

市
消
防
署
員
に
よ
る
消
火
器
の
使
い

方
の
指
導
、
身
近
な
日
用
品
を
活
用

し
た
防
災
グ
ッ
ズ
づ
く
り
が
行
わ
れ
、

参
加
者
た
ち
は「
自
助
」の
大
切
さ
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

↑訓練用の消火器を使っ
て、実際に消火体験

↑お別れの会には市民ら約50名が
参列

↑「チームの一員として全力
を尽くして頑張りたい」と
阿南恵子さん

↑「県大会以上の成績を残し
たい」と深田雄太さん

中九州横断道路の
工事現場を見学

　

環
境
グ
ル
ー
プ「
め
だ
か
の
学

校
」は
平
成
４
年
に
発
足
。
地
域
を

流
れ
る
河
川
の
水
生
生
物
調
査
や

廃
油
石
鹸
づ
く
り
、
服
の
リ
ユ
ー

ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

今
回
25
年
に
わ
た
る
活
動
が
評
価

さ
れ
、
環
境
大
臣
表
彰
を
受
賞
、

８
月
22
日
に
県
知
事
か
ら
表
彰
状

の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
め
だ
か
の
学
校
の
会
員

は
12
名
。
環
境
学
習
の
一
環
と
し

て
地
元
の
久
住
小
学
校
・
久
住
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
と
一
緒
に
水

生
生
物
調
査
、
廃
油
石
鹸
・
廃
油

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
ゴ
ミ
拾
い

を
行
う
な
ど
活
動
を
広
げ
て
い
ま

す
。

　

代
表
の
衛
藤
賢
美
さ
ん
は「
思
い

も
よ
ら
ず
賞
を
い
た
だ
い
て
ビ
ッ

ク
リ
し
て
い
る
。
賞
に
負
け
な
い

よ
う
に
メ
ン
バ
ー
と
今
ま
で
ど
お

り
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
受

賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
文
理
大
学
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い

る
阿
南
恵
子
さ
ん（
３
年
・

竹
田
中
出
身
）は
、
10
月
１

日
か
ら
３
日
間
、
愛
媛
県
西

予
市
で
開
催
さ
れ
る「
第
72

回
国
民
体
育
大
会　

笑
顔
つ

な
ぐ
え
ひ
め
大
会
」に
大
分

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

大
分
県
立
三
重
総
合
高
校

久
住
校
の
深
田
雄
太
さ
ん（
３

年
）は
、
10
月
25
日
に
岡
山
県

で
行
わ
れ
る「
第
67
回
日
本
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
岡
山

大
会
」に
、
農
業
鑑
定
競
技
の

６
つ
の
部
門
の
う
ち
の
ひ
と
つ

「
農
業
の
部
」で
出
場
し
ま
す
。

「めだかの学校」が環境大臣表彰を受賞輝け！竹田の星
★

★
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↑受賞を喜ぶ「めだかの学校」の皆さん



広報たけた  平成29年10月号

10月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2017年（平成29年）

5 6 7
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム　14:00-14:30

（南部幼稚園）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室」13:30-15:00（竹田市直入
B&G海洋センター）

・城原夜神楽大会　18:00-22:00
（城原八幡社神楽殿）

・第78回大分県畜産共進会（肉牛
の部）  10:45～（大分県畜産公
社：豊後大野市犬飼町）

12 13 14
・竹田温泉「花水月」休館日
・５歳児健診　13:00-15:30（竹田市

総合社会福祉センター）
・第９回川端康成記念講演会  13:05-

14:55（竹田高校体育館）
　講師：ロバート キャンベル氏

・健幸運動教室「腰楽教室」13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋センター）

・おはなしルーム　14：00-14：30（竹
田幼稚園）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室」13:30-15:00（竹田市直入
B&G海洋センター）

・健康づくり教室「体にいいね！
教室」 14:00-15:00（竹田市総合
社会福祉センター）

・平成29年度防犯パレード 9:30～
（竹田市立歴史資料館前）

・第78回大分県畜産共進会（肉用牛
の部） 11:00～（別府公園文化ゾー
ン：別府市野口原）

・宮處野神社例大祭・神保会 11:00
～本宮お発ち 15:00～外宮お発ち

（久住町・宮處野神社及び石田天
神）

19 20 21
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所） ☎63-3346（竹田市心
の相談支援事業所）※要予約　

（相談日の前日午前中まで）
・健幸運動教室「腰楽教室」
   13:30-15:00（竹田市直入B&G海

洋センター）

・第71回瀧廉太郎記念全日本高
等学校声楽コンクール開会式 
18:30～（久住公民館くじゅう
サンホール）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室」13:30-15:00（竹田市直入
B&G海洋センター）

・佐伯市上浦町東雲小学校と荻
小学校稲刈り体験交流会 10:30
～（荻町・西福寺公民館）

・第71回瀧廉太郎記念全日本高
等学校声楽コンクール予選　
13:00～（久住公民館くじゅう
サンホール）

26 27 28
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00（大

分県豊肥振興局） ☎63-1171（豊肥振興
局）※要予約

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保
健センター） ☎63-3346（竹田市心の相
談支援事業所）※要予約（相談日の前日
午前中まで）

・健幸運動教室「腰楽教室」13:30-15:00
（竹田市直入B&G海洋センター）

・精神保健福祉相談　14:00-16:00（大分
県豊肥保健所）　☎0974-22-0162（豊
肥保健所）※要予約

・健康づくり教室「やさしいスト
レッチ」　14:00-15:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室」13:30-15:00（竹田市直入
B&G海洋センター）

・竹田キリシタン研究所・キリ
シタン資料館オープニングイ
ベント   9:30～（竹田市古町・
旧土居衣料品店）

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・10月６日・20日㈮13:30-15:30  

古町商栄会

【荻】
・10月10日・24日㈫13:00-15:00  

荻「しらみず」

【久住】
・10月10日㈫・26日㈭13:00-15:00 

久住「りんどう」

【直入】
・10月13日・27日㈮13:00-15:00  

直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・10月５日・12日㈭13:00-15:00  

出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・10月11日㈬13:00-15:00 
　入田分館
・10月17日㈫13:00-15:00 
　嫗岳分館
・10月25日㈬13:00-15:00
 　宮砥分館

【都野】
・10月４日㈬13:30-15:30
　くたみたきのう館
・10月21日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

※こよみの情報は、毎月15日頃までにいただいた情報を基に掲載しています。

人権学習学級
　どなたでもご自由に受講し
ていただけますので、ぜひお
気軽にご参加ください。
日時　10月18日㈬
　　　午後３時～
会場　竹田市役所３階会議室
内容　『セクシュアリティに

ついて考える』
　　　講師　大住　珊士　氏
問竹田市生涯学習課
　☎63-4817

水道料金徴収業務
　10月１日より水道料金徴
収業務を民間業者である「株
式会社タカダ」に委託しま
す。
　市民の皆さまのご理解と
ご協力をお願いいたします。
問竹田市上下水道課庶務係
　☎63-1111（内線184）

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田 10月18日㈬   9：00～12：00 竹田市総合社会福祉センター　会議室
荻

10月19日㈭ 10：00～12：00
荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

10月15日㈰は日曜日に乳がん検査を受けられる日です
　多忙な平日をお過ごしの女性の皆さまのために、日本乳がんピンクリボン運動（NPO法人J.POSH）は、
毎年10月の第３日曜日に全国どこでもマンモグラフィー検査が受診できる環境づくりを推奨しており、
ジャパンマンモグラフィーサンデー（J.M.S）と銘打っています。この機会にぜひ受診されることをおす
すめいたします。
検 査 日　10月15日㈰　午前８時30分～10時
検査内容　マンモグラフィー（２方向）、乳房超音波検査（女性技師対応）
検査料金　マンモ　3,888円（税込）※無料クーポン対応あり、超音波　3,888円（税込）
予 約 先　社会医療法人社団大久保病院　健診部　☎64-7777　※要予約（両検査とも先着10名程度）
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少年少女合唱団の団員募集／文化ホール「大ホール」仮予約開始ほか

　

昭
和
53（
１
９
７
８
）年
１
月
、「
竹

田
市
少
年
少
女
合
唱
団
」は
音
楽
教

諭
の
有
志
に
よ
っ
て
、
少
年
時
代
を

竹
田
市
で
過
ご
し
た
楽
聖
・
瀧
廉
太

郎
の
顕
彰
を
目
的
と
し
て
発
足
。
瀧

廉
太
郎
関
係
の
音
楽
行
事
を
は
じ
め

と
す
る
竹
田
市
公
式
行
事
等
、
幅
広

く
活
躍
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
は
、
来
年
の
秋
オ
ー
プ
ン

を
迎
え
る「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル　

グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」の
誕
生
を

契
機
に
、
瀧
廉
太
郎
の
音
楽
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
目

指
し
て
、
現
在
活
動
を
休
止
し
て
い

る「
少
年
少
女
合
唱
団
」の
結
成
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
小
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

「
新
し
く
で
き
た
文
化
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
で
元
気
良
く
歌
お
う
」と
い

う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
他
校

の
友
だ
ち
と
一
緒
に
素
晴
ら
し
い
思

い
出
を
築
き
な
が
ら
、合
唱
団
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

募
集
対
象　

市
内
小
学
校
に
通
う
児

童（
現
在
の
１
年
生
か
ら
６
年
生
）※

募
集
人
数
20
名
程
度

申
込
方
法　

入
団
申
込
書
に
保
護
者

の
方
が
ご
記
入
の
う
え
、
事
務
局
へ

ご
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
自

署
の
場
合
の
み
）で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

　

申
込
用
紙
は
、
学
校
を
通
じ
て
児

童
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。

申
込
締
切　

11
月
10
日
㈮

練
習
日　

練
習
は
毎
月
２
回（
曜
日
、

時
間
未
定
）

練
習
会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル
が
完
成
す
る
ま
で
は
、
小
学
校
音

楽
室
に
て
実
施
予
定

※
練
習
会
場
へ
の
送
迎
は
保
護
者
の

皆
様
の
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

・

〒
８
７
８
―

８
５
５
５ 

竹
田

市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地　

竹
田

市
文
化
政
策
課  

竹
田
市
少
年
少
女

合
唱
団
募
集
係
ま
で　

☎
63
―

４
８
３
７　

FAX　
63
―

０
９
９
５

E-m
ail: bunka@

city.taketa.lg.jp

平
成
29
年
度

紙か
み

人び
と

展
in
竹
田
創
生
館

　

山
口
市
在
住
の
紙
人
形
作
家
・
冨

永
嘉
子
氏
の
作
品
、
お
よ
び
竹
田
総
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歌うことが大好きなみんなの参加を待ってるよ！

竹田市総合文化ホール  グランツたけた

貸館事業「大ホール」 仮予約開始！
　 竹田市総合文化ホール「グランツたけた」（平成30年10月開館予定）
の大ホールの施設予約を、平成29年11月１日㈬から開始します。
　今回、対象となるのは平成30年12月１日㈯～28日㈮の間に「大ホー
ル」の利用を希望する方です。
　多目的ホール、楽屋等その他の施設は、平成30年６月１日㈮から
予約受付の予定です（大ホールに付帯して使用する場合には、大ホー
ルの申込と同時に予約できます）。
　詳しい内容は、広報たけた10月号と一緒に配布される班回覧文書

（別紙）をご確認になるか、下記のとおり開催する貸館事業説明会・
相談会にご参加ください。
　ご不明な点については、文化政策課にお問い合わせください。
●お問い合せ・連絡先
　竹田市文化政策課　☎0974-63-4837（直通）
　〔竹田市ホームページ〕https://www.city.taketa.oita.jp/

【貸館事業説明会・相談会の開催】
〇第１回　11月１日㈬　10：00～12：00
　　　　　（10：00～　事業説明会、その後相談会）
〇第２回　11月６日㈪　18：00～20：00
　　　　　（18：00～　事業説明会、その後相談会）
場所　竹田市総合社会福祉センター　保健指導室
※印鑑をご持参ください。
※11月１日以降、上記以外の日でも随時、文化政策課でご相談を

受付します。
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等学校声楽コンクール

三宅　智陽
幸福の科学学園関西高
等学校〔滋賀県〕（2年）

平松　直之
岡山県立岡山城東高等
学校（3年）

松本　利幸
佐賀県立佐賀北高等学
校（3年）

須田　龍乃
宮城県仙台西高等学校

〔姉妹都市 仙台市〕（3年）

　全国の高校生が瀧廉太郎ゆかりの町・竹田に集い、日本一を目指します。
今年も新たな感動のドラマが大会の歴史に刻まれることでしょう。市民のみ
なさんも若き声楽家たちを応援しませんか。
　ぜひ会場にお越しください。

瀧廉太郎記念館ミニコンサート
日時　10月22日㈰　16:00～ （予定）
会場　瀧廉太郎記念館蔵

　声楽コンクール終了後、出場者の有志が瀧廉太郎記念館に集い、ミ
ニコンサートを開催します。
　廉太郎ゆかりの場所で感動をもう一度！　市民の皆様、ぜひお立ち
寄りください。
　ミニコンサートを鑑賞の方は入館料無料です。

日時　10月22日㈰　12:30 ～ 
会場　久住公民館（くじゅうサンホール）

　昨年１位の西谷亮良さん（東京藝術大学１年／香川県
立坂出高校卒）、第２位の石井千賀さん（東京藝術大学１
年／神奈川県立弥栄高校卒）のおふたりには、この夏の
ウィーン留学の成果を披露していただきます。

ウィーン留学報告演奏会

西谷亮良さん→

日　　　　程　（予定）

10/20㈮ 10/21㈯ 10/22㈰

・出場校受付開始(出場校練
習）　12：00～

・オリエンテーション、予
選抽選会　17：30～

・開会式、歓迎レセプショ
ン　18：30～

・審査員紹介　12：50～

・コンクール（予選）　
　13：00～

・予選審査発表、本選抽選
会　18：00～

・審査員紹介　10：50～
・コンクール（本選）
　11：00～
・ウィーン留学報告演奏会

12：30～
・本選審査発表、表彰式

（閉会式）13：30～
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感動を生み出す「若々しい歌声」の競演

第71回 瀧廉太郎記念全日本高

【瀧廉太郎賞】 ウィーン留学助成
　１位 60万円　　２位 40万円

【文部科学大臣奨励賞】 ライプツィヒ賞

　　　　　　　　㈮10月20日
　　　㈯21日

　　　  ㈰22日

18：30〜 13：00〜

11：00〜

開会式・
歓迎レセプション

予　選

本　選

会場　久住公民館くじゅうサンホール（竹田市久住町大字久住6154　☎76-0717）

主催　竹田市・竹田市教育委員会・大分県教育委員会・瀧廉太郎記念音楽祭実行委員会

上倉　里仁
北海道札幌旭丘高等学

校〔北海道〕（3年）

冨田　菜織
京都市立京都堀川音楽
高校（3年）

渡邉　美穂
広島県立広高等学校（3
年）

平古場天希
鎮西学院高等学校〔長
崎県〕（2年）

川村　春貴
北海道札幌南高等学校

〔北海道〕（3年）

安江　優花
大阪府立夕陽丘高等学
校（3年）

千住　悠紀
梅光学院高等学校〔山
口県〕（3年）

山下　由貴
熊本市立必由館高等学
校（3年）

大黒　美咲
宮城学院高等学校〔宮
城県〕（3年）

舛本侑宇利
兵庫県立宝塚北高等学
校（2年）

宮本　陽果
徳島県立名西高等学校

（2年）

石本　高雅
大分東明高等学校〔大
分県〕（3年）

藤本アリサ
聖心女子学院〔東京都〕

（2年）

赤迫　祐花
奈良県立平城高等学校

（2年）

山本　彩月
香川県立坂出高等学校

（3年）

嘉月　沙英
大分県立芸術緑丘高等
学校（３年）

田口　綾弓
国府台女子学院高等部

〔千葉県〕（3年）

中村　珠希
和歌山県立田辺高等学
校（1年）

清家　杏瑞
済美高等学校〔愛媛県〕

（3年）

恒吉　季実
宮崎日本大学高等学校

〔宮崎県〕（3年）

渋谷　隼汰
慶應義塾湘南藤沢高等
部〔神奈川県〕（2年）

竹内　香子
米子松蔭高等学校〔鳥
取県〕（3年）

竹村　春花
高知県立高知丸の内高
等学校（3年）

古市　真子
鹿児島県立松陽高等学
校（3年）

北　　朋実
小松市立高等学校

〔石川県〕（3年）

伊藤　美心
学校法人水谷学園　出雲北
陵高等学校〔島根県〕（2年）

占部　李佳
福岡雙葉高等学校〔福
岡県〕（2年）

瑞慶覧恭子
沖縄県立開邦高等学校

（2年）

○全国から出場する高校生のみなさん（敬称略）

入場無料

●お問い合せ　瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール事務局  ☎0974-63-4837
後援／文部科学省・大分県・ライプツィヒ市・公益社団法人全国高等学校文化連盟・公益社団法人ツーリズムおおいた・毎日新聞社・讀賣新聞西部本社・西日本新
聞社・ 朝日新聞社・大分合同新聞社・ＮＨＫ大分放送局・ＯＢＳ大分放送・ＴＯＳテレビ大分・ＯＡＢ大分朝日放送・エフエム大分・ＡＮＡ全日空・竹田商工会議
所・竹田ロータリークラブ・ 竹田ライオンズクラブ・瀧廉太郎会・特定非営利活動法人 竹田市観光ツーリズム協会・竹田市文化連盟・大分県民芸術文化祭実行委員
会・特定非営利活動法人 大分県芸術文化振興会議
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11月１日は「おおいた教育の日」です
平成29年度「おおいた教育の日」普及期間（10/1㈰～11/30㈭）関連行事（主なもの）

行事名 行事の概要 開催日程 会　　場 連絡先

親子バス遠足 園外で子ども、親、教師の親睦を深める 10月５日 阿蘇カドリードミニ
オン 直入幼☎75-2230

公開授業 日頃の授業及び研究授業（６限）を公開 10月６日
10月13日 竹田高校 竹田高校☎63-3401

地域清掃奉仕活動 宮處野神社・戦没者墓地公園の清掃活動 10月10日頃 宮處野神社
戦没者墓地公園 都野小☎77-2003

ＰＴＡふれあい集会 家族のふれあい活動（軽スポーツ） 10月14日 豊岡小学校 豊岡小☎63-1063

授業公開日 日頃の授業の様子を保護者や地域の方に参観いただく 10月14日
11月14日 久住小学校 久住小☎76-0019

ふれあいフェスタ 地域の方と児童のふれあい活動とふれあいバザー 10月15日 南部小学校 南部小☎63-1064
校内日本語弁論大会 各学年の代表による日本語弁論大会 10月中旬 久住中学校 久住中☎76-0049
校内弁論大会 学級（学年）代表２名による弁論大会 10月20日 緑ヶ丘中学校 緑ヶ丘中☎68-2012
人権教育研究会発表会 人権教育研究会の指定を受けて本校の人権教育の取り組みを発表 10月20日 久住小学校 久住小☎76-0019
南高祭 文化祭 10月21日 竹田南高校 竹田南高校☎63-3223
なかよしまつり 地域交流を兼ねた学習発表会 10月21日 竹田支援学校 竹田支援学校☎63-0722
親子人権講演会 親子で命の尊さや人権の大切さについて学ぶ 10月22日 竹田小学校 竹田小☎63-1062
秋の自然物を使ってあそ
ぼう 祖父母と一緒に、自然物を使って、つくって遊ぶ 10月26日 直入幼稚園 直入幼☎75-2230

音楽発表会 緑ヶ丘中生徒と荻小児童の合同音楽発表会 10月27日 荻小学校 荻小☎68-2006
ふれあい学級 授業公開、地域の方々や祖父母との交流活動 10月28日 直入小学校 直入小☎75-2250
親子陶芸教室 陶芸家の方をＧＴとして招き、親子で陶器を制作 10月28日 都野中学校 都野中☎77-2004
学校公開（敬老福祉・食
彩まつり） 授業公開、地域の方や保護者とのもちつき、地域行事への参加 10月29日 宮城台小学校 宮城台小☎66-2053

就学前教育講演会並びに
着ぐるみ人形劇

市内公立幼稚園３園の保護者・園児・園児の兄弟を対象に、親
は講演会、子どもたちには人形劇を開催 10月30日 竹田市総合社会福

祉センター 直入幼☎75-2230

いもほり 園児と上鹿口老人クラブの方々によるさつまいもの収穫 11月上旬 竹田市上鹿口の畑 竹田幼☎63-1081

ふれあい収穫祭 君ケ園老人会と芋掘りをし、園児と交流会をして親睦をはかる 11月上旬 君ケ園芋畑
南部幼稚園 南部幼☎63-1084

芋掘り集会 園児と地域の方との交流（サツマイモ掘りと収穫祭） 11月上旬 竹田市飛田川の畑 しらゆり幼☎63-2223
瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 市内の幼稚園・小学校・中学校・支援学校による演奏発表会 11月１日 竹田中学校 緑ヶ丘中（教振）☎68-2012

学校開放 授業・実習の公開・午後は講演会実施予定 11月３日 三重総合高校久住校 三重総合高校久住校
☎77-2200

家族オリエンテーリング 家族で白丹地区を歩きクイズを解きながらオリエンテーリング 11月５日 白丹小学校 白丹小☎76-1151
友情の蛍答礼訪問 別府重度障害者センターの方と交流会 11月９日 南部小学校 南部小☎63-1064

ゴミ０大作戦 地域のゴミ拾い、清掃活動 11月10日 菅生小学校、菅生地
区 菅生小☎65-2221

音楽劇「瀧廉太郎物語」 桐朋学園短期大学の卒業生を中心とした劇団による音楽劇 11月10日 竹田小学校
竹田南部中学校

文化政策課☎63-4837
竹田小☎63-1062
竹田南部中☎63-1072

授業公開・人権講演会 授業公開及び人権講演会を行い、親子で人権について学ぶ 11月11日 荻小学校 荻小☎68-2006
親子人権講演会 盲導犬協会の方の講演と盲導犬とのふれあい 11月11日 都野小学校 都野小☎77-2003

なかよし幼稚園パート２ 市内公立幼稚園３園の園児たちによる交流会 11月13日 南部小学校
南部幼稚園 南部幼☎63-1084

公開研究発表 小規模校学力向上推進校公開研究発表（３年次） 11月16日 菅生小学校 菅生小☎65-2221
第26回入田地区合同文化祭 地域の文化祭に児童が参加、児童の学習発表等 11月18日 祖峰小学校 入田分館☎62-2955

城原っ子フェスティバル 栽培した米・イモの収穫祭及び学校応援地域ボランティアに感
謝する会 11月18日 城原小学校 城原小☎66-2013

竹田南部中学校文化祭 各学年による演劇、合唱、教科展示など 11月18日 竹田南部中学校 竹田南部中☎63-1072
校内文化祭 各学年による演劇、全校合唱、保護者による朗読や合唱等 11月18日 都野中学校 都野中☎77-2004
蛍雪祭（文化祭） 演劇・展示・合唱・演奏等の発表 11月19日 竹田中学校 竹田中☎63-1070
文化祭 １日間の校内文化祭 11月19日 緑ヶ丘中学校 緑ヶ丘中☎68-2012

久住校学園祭 生徒の実習生作品（農産物他）の展示即売等 11月19日 三重総合高校久住校 三重総合高校久住校
☎77-2200

公開研究発表会 竹田小「竹田郷土学」の公開研究発表会 11月21日 竹田小学校 竹田小☎63-1062
強歩大会 強歩大会（1～3年生対象） 11月22日 竹田高校 竹田高校☎63-3401
校内文化祭 生徒の演劇・合唱の発表と教科ごとの展示 11月23日 くじゅうサンホール 久住中☎76-0049
直入中文化祭 演劇、合唱、弁論、教科展示など 11月23日 直入中学校 直入中☎75-2260
健康教育研究発表会 授業参観、食育講演会 11月30日 直入小学校 直入小☎75-2250
竹田市日本語弁論大会 市内中学生による日本語の弁論大会 11月30日 直入中学校 緑ヶ丘中（教振）☎68-2012

○日程等の変更がある場合があります。詳細は各行事の主催者までお問い合わせください。    
　竹田市教育推進連絡協議会（事務局　竹田市教育委員会学校教育課）　☎63-4833
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たけたん情報
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1 2 3 4
・第57回嫗岳地区体育祭  9:00～開会

（嫗岳分館グラウンド）
・第46回久住高原まつり・第15回久住

高原牛肉まつり  10:00-15:00（久住町
南登山口特設会場（星ふる館隣））

・第33回国民文化祭・おおいた2018 
第18回全国障害者芸術・文化祭お
おいた大会　おおいた大茶会１年
前イベント  10:50-14:10（大分県立美
術館前特設ステージ）

・荻の里温泉休館日
・第11回竹田市農業委員会総会 

13:30～（市役所本庁３階第１･
２会議室）

・ お は な し の へ や　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）  ☎63-3346（竹田市

心の相談支援事業所）※要予約
（相談日の前日午前中まで）

・健幸運動教室「ストレッチ・筋
トレ」13：30-15：00（竹田市直入
B&G海洋センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

8 9 体育の日 10 11
・第60回荻地域体育祭　9:00～ 

開会（荻小学校グラウンド）
・城原八幡社秋季大祭　9:30-

19:00（城原八幡社）

・「郷土の自然に親しみ植物を観
察する会」－秋の祖母トレッ
キングコースを観察 8:00市役
所駐車場集合 ☎62-4100（竹
田創生館）

・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・健幸運動教室「ウォーキング・
ヨガ」13：30-15：00（竹田市直入
B&G海洋センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・豊肥家畜市場（子牛市場） 9:30

～（豊後豊肥家畜市場）
・1歳6か月児健診  13:00-15:30

（竹田市総合社会福祉センター）

15 16 17 18
・第27回自治会対抗ミニバレー

ボール大会   8:30～開会式（竹
田市久住総合運動公園体育館）

・荻の里温泉休館日
・大分県行政書士会豊肥支部無

料相談会　10:00-15:00（豊後
大野市中央公民館）　☎080-
4915-1425（ 大分県行政書士
会豊肥支部・春野）

・第22回ふるさと再発見ツアー（下関
市・北九州門司）7：00竹田温泉花水月
集合　☎62-4100（竹田創生館）

・おはなしのへや　10:30-11:00（竹田市
立図書館えほんのへや）

・大分川を守る日並びに豊漁祭 10:30～
（芹川ダム湖小津留公園）  式典・記念

放流・試食会
・健幸運動教室「ストレッチ・筋トレ」

13:30-15:00（竹田市直入B&G海洋セン
ター）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯おんせ
ん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・荻老人体育祭　9:00～開会（荻福祉健康エリ

ア多目的運動場）
・もぐもぐ教室　9:30-12:00（竹田市総合社会

福祉センター）
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹田市高

齢者いきいき交流センター）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00（大

分県行政書士会〔大分市〕） ☎097-537-7089
（大分県行政書士会事務局）

・人権学習学級 15:00～（市役所本庁３階会議室）

22 23 24 25
・無料調停相談会 10:00-15:00（エ

イトピアおおの） ☎63-2040
（竹田調停協会・渡邊）※秘密

厳守、相談無料
・第71回瀧廉太郎記念全日本高

等学校声楽コンクール本選
    11:00～（久住公民館くじゅう

サンホール）

・豊肥家畜市場（成牛市場） 9:30
～（豊後豊肥家畜市場）

・障がい児・障がい者家族交流
会  13:30-15:30（竹田市高齢者
いきいき交流センター）

・おはなしのへや 10:30-11:00（竹田
市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター） ☎63-
3346（竹田市心の相談支援事業
所）※要予約（相談日の前日午前
中まで）

・健幸運動教室「ウォーキング・ヨ
ガ」13：30-15：00（竹田市直入B&G
海洋センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第78回大分県畜産共進会（乳

用牛の部） 10:15～（みどりの
王国：大分市廻栖野）

29 30 31
・第26回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪

直入地域バレーボール大会　
9:00～開会式（竹田市直入Ｂ
＆Ｇ海洋センター体育館）

・第20回直入愛育まつり  8:30-
13:00（直入中央グラウンド・直
入公民館）

・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

【納期限】 市県民税3期、国民健
康保険税7期、介護保険料・後
期高齢者医療保険料4期

月
間
・
そ
の
他

○悩まず　どんとこい労働相談
　10／1㈰～7㈯  問大分県労働委員会事

務局 ☎097-536-3650
○間伐推進強化月間（10／1㈰～11／30

㈭）
○全国漁船安全操業推進月間／3R（リ

デュース・リユース・リサイクル）推
進月間

○土地の日・土地月間、都市緑化月間、
全国・自然歩道を歩こう月間

15

歴史資料館駐車場について
　城下町交流拠点施設建設事
業に伴う歴史資料館・市民ギャ
ラリー水琴館の解体工事につ
いて、９月中の工事開始を予定
しておりましたが、10月末に
延期となりましたので、11月
からの駐車場及び外トイレの
利用を停止させていただきま
す。
　工事の日程が決まりました
ら、ホームページ等で改めてお
知らせします。

問歴史資料館　☎63-2200

■2017年11月上旬の主な予定
　11月２日㈭・３日㈮
　　　　　　　・田能村竹田183年祭 〔遺墨展・茶掛展〕9:00～（旧竹田荘画聖堂）
　　　　　　　　 〔茶会〕9：00-15：00（旧竹田荘母屋ほか）
　11月３日㈮　・田能村竹田183年祭 〔献茶式〕9：00～（旧竹田荘画聖堂）
　　　　　　　・第12回トマト天国in荻・第38回荻ふるさとまつり　9:00～（荻福祉健康エリア）
　　　　　　　・平成29年度竹田市功労者表彰式　13:30～（竹田市総合社会福祉センター）
　11月４日㈯　・第13回竹田市福祉大会　9:00-12:00（竹田市総合社会福祉センター）
　　　　　　　・第50回荻地域女子ミニバレーボール大会　9:00～開会式（緑ヶ丘中学校・荻

小学校・荻公民館）
　11月５日㈰　・第45回荻地域男子バレーボール大会　9:00～開会式（緑ヶ丘中学校・荻小学

校・荻公民館）
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募　
集

第
２
回
竹
田
市
植
樹
祭

参
加
者
募
集

　

竹
田
市
と
公
益
財
団
法
人
イ
オ
ン

環
境
財
団
は
、
３
年
計
画
の
２
年
目

と
な
る「
第
２
回
竹
田
市
植
樹
祭
」を

行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
竹
田
市
立
都
野
小
学
校

の
児
童
と
保
護
者
等
あ
わ
せ
て
80
名
、

市
内
外
の
参
加
者
５
０
０
名
で
植
栽

し
ま
す
。

　

市
民
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
か

ら
正
午（
予
定
）

日
程　

９
時　

受
付
開
始
／
10
時　

開
会
式
／
10
時
30
分　

植
樹
活
動
開

始
／
12
時　

植
樹
活
動
終
了

集
合
場
所　
竹
田
市
直
入
支
所
前
広
場

植
樹
場
所　
竹
田
市
直
入
町
大
字
長

湯
字
下
野

募
集
締
切　
10
月
20
日
㈮
午
後
３
時

（
当
日
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
）

募
集
人
数　
先
着
70
名（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
切
）。
ご
家
族
で
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先（
携
帯
番
号
）を
記
載
の
う
え
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
、
若
し
く
は

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
開
会
式
会
場
で
は
、
農
水

畜
産
物
の
販
売
、
伝
統
芸
能
が
披
露

さ
れ
る「
直
入
地
域
ふ
る
さ
と
振
興

祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
植
樹

終
了
後
は
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

※
集
合
場
所（
開
会
式
会
場
）か
ら
植
樹

会
場
へ
は
バ
ス
で
送
迎
い
た
し
ま
す
。

※
植
樹
会
場
へ
は
、
一
般
車
両
は
入

場
で
き
ま
せ
ん
。

・

竹
田
市
財
政
課
市
有
財
産
経

営
管
理
室（
〒
８
７
８
―

８
５
５
５
竹

田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地
）

第
２
回
竹
田
市
植
樹
祭（
担
当　

佐
藤
）

☎
63
―
４
８
０
２　
FAX　
63
―
０
９
９
５

E-m
ail:zaisei@

city.taketa.lg.jp

第
13
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
出
演
者
募
集

日
時　
12
月
２
日
㈯  

午
前
の
部　

10
時
～
正
午（
９
時
開
場
）／
午
後
の

部　

２
時
～
４
時（
１
時
開
場
）

場
所　
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル

申
込
期
限　
10
月
31
日
㈫

出
演
時
間　
舞
踊
５
分
以
内
、
寸
劇
15

分
以
内
、
古
典
芸
能
は
10
分
以
内
、
そ

の
他
は
５
分
以
内（
カ
ラ
オ
ケ
は
不
可
）

出
演
資
格　
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
と

し
、
危
険
を
伴
う
内
容
、
公
序
良
俗

に
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
／
団
体

出
演
は
１
団
体
１
演
目
、
舞
踊
は
１

会
派
１
演
目
と
し
、
指
導
免
許
を
有

す
る
者
が
必
ず
出
演
す
る
こ
と
／
複

数
の
会
派（
団
体
）に
所
属
し
て
い
て

も
、
出
演
は
１
回
の
み

※
出
演
者
の
諸
経
費
、
出
演
料
、
交

通
費
、
出
演
に
必
要
な
諸
経
費
及
び

物
品
な
ど
は
、
す
べ
て
出
演
者
側
で

負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

・

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課　

☎
63
―

１
５
４
４　
ま

た
は
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所　
　

 

荻　
　

☎
68
―
３
０
５
０

久
住　

☎
64
―
３
８
２
３

直
入　

☎
75
―
２
２
１
６

60
歳
か
ら
始
め
る
元
気
づ
く
り

ニ
ュ
ー
エ
ル
ダ
ー
元
気
塾
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

人
生
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向
け

て
自
分
の
体
を
も
う
一
度
見
つ
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

加
齢
に
伴
う
カ
ラ
ダ
の
変
化
を
知

り
、
心
地
よ
い
カ
ラ
ダ
の
手
入
れ
法

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
を
元
気
で
過
ご
す
楽
し
い
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
秘

訣
を
シ
リ
ー
ズ（
全
４
回
）で
お
伝
え

し
ま
す
。

開
催
日
・
内
容

 

10
月
25
日
㈬　
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ
／
納
得
！
加
齢
が
も
た
ら

す
体
の
変
化
／
レ
ク
式
体
力
チ
ェ
ッ

ク
で
体
力
を
知
ろ
う
！
Ⅰ

 

11
月
８
日
㈬　
自
分
の
体
を
知
っ
て

楽
し
く
動
こ
う
！
／
い
つ
で
も
、
一

人
で
も
で
き
る
楽
々
有
酸
素
運
動

 

11
月
22
日
㈬　
こ
う
す
れ
ば
高
ま
る

あ
な
た
の
体
力

 

12
月
13
日
㈬　
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
Ⅱ
／
レ
ク
式
体
力
チ
ェ
ッ
ク

で
体
力
を
知
ろ
う
！
Ⅱ

時
間　
午
前
９
時
～
12
時

会
場　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

参
加
料　
２
千
円（
４
回
分
）※
保
険

料
含
む

定
員　
30
名

・

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局  

〒
８
７
８
―

０
０
２
３ 

竹
田
市
大
字
君
ヶ
園
１
４
１
９
番
地 

後
藤
方　

☎･

FAX
　

62
―
４
８
６
１

第
31
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
駆
け
抜

け
る『
第
31
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ

ン
大
会
』の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
を
10

月
１
日
㈰
よ
り
開
始
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
30
年
３
月
４
日
㈰

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場（
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ



2017年10月発行

シ
ュ
）

種
目　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
・
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
・
10
㎞
・
史
跡
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク

申
込　

専
用
振
替
用
紙
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト（RU

N
TES

・SPO
RTS 

EN
TO

RY

）

締
切　

振
替
用
紙　

12
月
20
日
㈬　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

12
月
27
日
㈬

　

詳
細
は
、
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も

し
く
は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.okanosato-m

eisui.jp/

）
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
市
役
所
本
庁
生
涯
学
習
課
、
各

支
所（
荻
・
久
住
・
直
入
）・
荻
・
久

住
・
直
入
公
民
館
、
竹
田
市
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内　

岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実

行
委
員
会
事
務
局  

☎
63
―

４
８
１
７

年　
金

後
払
い（
追
納
）を
お
勧
め
し
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算

す
る
と
き
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
は
、
全
額
納
付
し
た
場

合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
後
か
ら
納
付（
追
納
）す

る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、

所
得
税
・
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

【
手
続
き
及
び
納
付
方
法
】

　

申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、
厚

生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
う
え

で
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。
口
座
振

替
並
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
送
付
し
た
納
付
書
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
追
納
に
関
す
る
注
意
事
項
】

１
．
追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承

認
さ
れ
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除

等
期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す（
例
え

ば
、
平
成
29
年
４
月
分
は
平
成
39
年

４
月
末
ま
で
）。

２
．
承
認
等
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

原
則
古
い
期
間
か
ら
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

３
．
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
若
し

く
は
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以

降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、

承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
、

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
追
納

を
お
勧
め
し
ま
す
。

大
分
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

　
　
　
　
　
　
　

仮
想
通
貨
の
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
に「
仮

想
通
貨
を
購
入
す
る
と
必
ず
値
上
が

り
す
る
」と
言
わ
れ
、
１
０
０
万
円

を
振
り
込
ん
だ
が
、
儲
か
る
ど
こ
ろ

か
支
払
っ
た
お
金
も
戻
っ
て
こ
な
い
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で「
配
当
が
付
く
」

と
聞
い
て
仮
想
通
貨
を
購
入
し
た
が
、

業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
等

の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
国
内
で

資
金
決
済
法
上
の
仮
想
通
貨
と
法
定

通
貨
と
の
交
換
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に

は
、
仮
想
通
貨
交
換
業
の
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仮
想

通
貨
の
購
入
の
勧
誘
を
受
け
た
場
合

は
、
契
約
先
が
仮
想
通
貨
登
録
業
者

の
登
録
を
し
て
い
る
か
確
認
す
る
ほ

か
、
取
り
引
き
す
る
仮
想
通
貨
の
仕

組
み
や
取
り
引
き
に
伴
う
リ
ス
ク
な

ど
を
確
認
し
、
不
可
解
な
点
が
あ
れ

ば
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
月

～
金　

平
日
の
み
）　

大
分
県
消

費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ

（
ア
イ
ネ
ス
）☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

月　
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」、

10
月
は
土
地
月
間
で
す
！

　

土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で

す
。
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
契
約
締
結
後
２
週
間

以
内
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

届
出
対
象
者　

土
地
の
取
得
者（
買
主
）

届
出
の
必
要
な
土
地

・
市
街
化
区
域
：
２
０
０
０
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区

域
：
５
０
０
０
㎡
以
上

・
そ
の
他
の
区
域
：
１
万
㎡
以
上

届
出
の
必
要
な
取
引　

売
買
、
交
換
、

営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
共
有
持
分

の
譲
渡
な
ど
（
こ
れ
ら
の
取
引
の
予

約
で
あ
る
場
合
も
含
み
ま
す
）

届
出
書
類　

届
出
書
、
契
約
書
の
写

し
、
位
置
図
、
周
辺
状
況
図
、
形
状

図（
字
図
等
）を
竹
田
市
企
画
情
報
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課　

☎
63
―

４
８
０
１

税　
金

固
定
資
産
税
の
申
告
・
届
出
を

お
願
い
し
ま
す

◎
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

時
点
で
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

の
所
有
者（
登
記
が
あ
る
も
の
は
登

記
名
義
人
）に
か
か
り
ま
す
。

◎
土
地
・
家
屋
を
年
の
途
中
で
売
買

し
た
場
合
で
も
、
そ
の
年
の
12
月
末

ま
で
に
所
有
権
移
転
の
登
記
手
続
が

な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
前
所
有
者
に

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
が
か
か
り
ま

す
。

１
．
住
宅
用
地
の
異
動
申
告

　

現
在
、
住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地

（
住
宅
用
地
）に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
税
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
取
り
壊
し
等
で
住
宅
用
地

で
な
く
な
っ
た
場
合
や
、
新
築
等
で

新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
等
、

住
宅
用
地
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

市
税
条
例
第
74
条
に
て
届
出
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
申
告
の

期
限
は
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
内
容
は
、

所
有
者（
住
所
・
氏
名
）・
住
宅
用
地

（
所
在
・
地
積
）・
家
屋（
所
在
・
所
有

者
・
床
面
積
等
）で
す
。

２
．
土
地
・
家
屋
の
異
動
届

　

土
地
の
地
目
が
変
わ
っ
た
場
合
等

の
土
地
の
異
動
、
家
屋
を
新
築
ま
た

は
増
築
し
た
場
合
や
家
屋
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
場
合
等
の

家
屋
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
法
務
局
で
登
記
手
続
き
を
さ
れ
た

方
は
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
竹
田
市
税
務
課
資
産
係

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
２
７
・１
２
８・１
２
９
）

たけたん情報
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耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

　

大
分
県
建
築
士
事
務
所
協
会
で

は
、「
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」の
派
遣
を
行
っ
て
い
ま

す
。
建
築
士
が
住
宅
の
耐
震
化
や
リ

フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
相
談
に
現
地
で

応
じ
て
、
必
要
な
情
報
提
供
や
助
言

を
行
う
制
度
で
す
。
県
の
補
助
に
よ

り
、
派
遣
費
用
の
負
担
を
軽
減
し

て
い
ま
す
。
住
宅
の
耐
震
化
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
お
考
え
の
方
は
ぜ
ひ
派

遣
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

派
遣
費
用　

１
千
円（
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
へ
直
接
支
払
い
）

そ
の
他　
ご
自
宅
の
図
面
が
あ
る
場

合
は
、
当
日
ご
用
意
い
た
だ
け
る
と

短
時
間
で
実
施
で
き
ま
す
。

・

大
分
県
建
築
士
事
務
所
協
会

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

７
６
０
０

セ
ミ
ナ
ー
・
説
明
会

労
働
講
座「
無
期
転
換
の
準
備
、

大
丈
夫
で
す
か
？
」

　

県
で
は
、
県
内
６
か
所
で
無
期
転

換
ル
ー
ル
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
、
有
期
労

働
契
約
が
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を

超
え
た
と
き
は
、
労
働
者
の
申
し
込

み
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労

働
契
約（
無
期
労
働
契
約
）に
転
換
で

き
る
ル
ー
ル
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
20
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場
所　

大
分
県
豊
後
大
野
総
合
庁
舎

大
会
議
室

テ
ー
マ　

有
期
雇
用
契
約
者
の
無
期

転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
大
分
県
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
雇
用
労
働
政
策
課（
担
当 

宮
成
）

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
３
５
３

FAX
　

０
９
７
―

５
０
６
―

１
７
５
６

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

竹
田
税
務
署
で
は
、
事
業
所
の
方

を
対
象
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
31
年
10
月
１

日
か
ら
の
消
費
税
率
の
10
％
へ
の
引

き
上
げ
と
同
時
に
実
施
さ
れ
、
軽
減

対
象
品
目
の
取
り
扱
い
が
あ
る
消
費

税
の
課
税
事
業
者
の
方
だ
け
で
な
く
、

例
え
ば
、
会
議
費
や
交
際
費
と
し
て

飲
食
料
品
等
を
購
入
す
る
事
業
者
の

方
や
消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
取
扱
商
品
の
適

用
税
率
の
確
認
や
適
用
税
率
ご
と
の

区
分
経
理
な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向

け
た
準
備
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

10
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬

開
催
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

竹
田
税
務
署
１
階
会
議
室

（
竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地
17
）

申
込
期
限　

10
月
20
日
㈮　

午
後
４

時･

竹
田
税
務
署　

調
査
部
門（
担

当　

廣
瀬
・
岩
永
）☎
63
―

３
１
４
１

※
税
務
署
に
ご
連
絡
の
際
は
、
税
務

署
の
電
話
番
号
に
お
掛
け
い
た
だ
い

た
後
、
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て

「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

城
下
町
交
流
館「
集
」

民
間
事
業
者
等
か
ら
の
提
案
を

募
集
し
ま
す

　

竹
田
市
は
、
農
村
回
帰
事
業
に
よ

る
移
住
定
住
の
支
援
を
行
い
、
地
域

社
会
の
振
興
及
び
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
村
回
帰

城
下
町
交
流
館「
集
」を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

市
が
定
め
る
貸
付
条
件
の
も
と
、

こ
の
施
設
の
一
部
を
貸
し
出
し
、
市

内
の
雇
用
の
創
出
、
経
済
の
活
性
化
、

交
流
人
口
・
観
光
人
口
の
増
加
な
ど
、

市
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
が
可

能
な
事
業
提
案
を「
公
募
型
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
」に
よ
り
募
集
し
ま

す
。

貸
付
物
件
の
所
在　

竹
田
市
大
字
竹

田
１
９
９
５
番
地
１　

農
村
回
帰
城

下
町
交
流
館「
集
」１
階

面
積　

１
階
部
分
面
積
82 

㎡

事
業
提
案
書
の
提
出
期
間 　

10
月

２
日
㈪
か
ら
31
日
㈫
ま
で

申
込
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送（
締

切
日
必
着
）

※
詳
細
は
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦

略
推
進
室（
〒
８
７
８
―

８
５
５
５　

竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５
０
番
地
）

☎
０
９
７
４
―

63
―

４
８
０
１

FAX
　

０
９
７
４
―

63
―

０
９
９
５

少
子
化
対
策

新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援

し
ま
す
！

　

竹
田
市
で
は
少
子
化
対
策
の
一
環

と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
新

婚
世
帯
に
対
し
、
結
婚
に
伴
う
新
生

活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
31
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
に
入
籍
し
た
夫
婦
の
う

ち
、
夫
婦
の
所
得
合
計
が
３
４
０
万

円
未
満
の
世
帯
で
、
新
た
に
契
約
ま

た
は
購
入
し
た
住
居
費
や
引
っ
越
し

費
用
な
ど
の
経
費
に
対
し
て
、
24
万

円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。
結
婚
を

機
に
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が
離

職
し
、
申
請
時
に
お
い
て
無
職
の
場

合
、
離
職
し
た
方
に
つ
い
て
は
所
得

な
し
と
し
て
夫
婦
の
所
得
を
算
出
し

ま
す
。
ま
た
、
貸
与
型
奨
学
金
の
返

済
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
所
得
か
ら

年
間
返
済
額
を
控
除
し
て
所
得
を
算

出
し
ま
す
。

問
竹
田
市
企
画
情
報
課
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦

略
推
進
室　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線

２
２
５
）
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試　
験

大
分
県
職
員
採
用
選
考

平
成
29
年
度
大
分
県
職
員（
学
芸

員
）採
用
選
考
を
実
施
し
ま
す

第
１
次
選
考
日　

11
月
19
日
㈰

会
場　

大
分
県
庁
舎
新
館
５
階
51
会

議
室

申
込
期
限　

10
月
25
日
㈬

　

受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁
受

付
等
で
配
布
の
選
考
要
領（
大
分
県

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
３
０
５

学
校
公
開

大
分
県
立
盲
学
校「
学
校
公
開
」

期
日　
10
月
27
日
㈮

場
所　

大
分
県
立
盲
学
校（
大
分
市

金
池
町
３
丁
目
１
番
75
号
）

日
程　

午
前
10
時
～
学
校
説
明
、
公

開
授
業
、
施
設
見
学
ほ
か
／
午
後
１

時
30
分
～
視
覚
障
が
い
教
育
相
談

※
詳
し
い
日
程
や
申
込
方
法
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://shien.oita-

ed.jp/m
ou/　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
盲
学
校（
担
当　

高
椋
）

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

２
６
３
８

FAX　
０
９
７
―

５
３
２
―

２
６
３
６

受
信
障
害

７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
携
帯
電
波
に

よ
る
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害

　

11
月
16
日（
予
定
）か
ら
直
入
町
の

神
堤
・
下
竹
田
地
区
に
お
い
て
、
携

帯
電
話
の
新
し
い
電
波
利
用
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
受
信
の
場
合

は
テ
レ
ビ
映
像
に
影
響
が
出
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
影
響
が
出
た
場
合
は

一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ（
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）利
用
推
進
協
会
が
回
復

作
業
を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
影
響
の
出
る
恐
れ
の

あ
る
世
帯
に
は
10
月
下
旬
に
周
知
の

た
め
の
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ
ま
す
）

問
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
テ
レ
ビ
受
信
障

害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎

０
１
２
０
―

７
０
０
―

０
１
２
ま
た
は

☎
０
５
０
―

３
７
８
６
―

０
７
０
０

※
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
10

時（
年
中
無
休
）

たけたん情報

「地元で働いてみませんか？」
求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101
①介護職２人13.5～17.5万円
②調理補助２人13.5～15.2万円
③トラック運転手１人20.5～25.5万円
④和食調理人１人17.2～22万円
⑤営業員３人22.9～32.3万円
⑥養鶏一般管理・運搬１人16.2～24.3万円
⑦一般事務１人15万円
⑧医薬品の製造員１人15～22万円
⑨土木作業員３人17.6～22万円
⑩管理栄養士２人18.5万円
⑪一般警備員10人15.4～16.5万円
⑫レンタルサービス職１人19～20万円

〔パート求人〕（時給）
⑬弁当製造販売員５人750円
⑭清掃員１人800円
⑮一般事務１人800円
⑯看護補助１人750～900円
⑰送迎バス運転手１人800円
⑱医療事務１人750～850円
⑲ホームヘルパー２人1100～1300円
⑳送迎ドライバー・施設管理１人790円
㉑受付事務１人740～760円
㉒作業員１人737～800円
㉓日用品販売１人950円
㉔学童支援員２人1011～1071円

TAKETA ART CULTURE 2017　～生き、還る～
　TAKETA ART CULTUREは「竹田だからできること」をコンセプ
トに、竹田城下町エリアで“芸術文化”と“まちあるき”を楽しんで
もらうプロジェクトです。
　７年目となる今回のテーマは「生き、還る」。竹田で感じるこ
とのできる「エネルギー＝生きる」を、アートや工芸といったモ
ノづくりを通して、生活する人や訪れる人の暮らしに還元した
いという思いが込められています。プロジェクト自体が、「生き、
還る」場所として、それぞれの来たる未来に繋がりますように。

会期　10月14日㈯～29日㈰の土日ほか
会場　竹田城下町エリア一帯（約10か所）
内容　〇デザイナー・猿山修、キュレーター・花山伸一×竹田

市在住クリエイター協働プロジェクト
　　　〇座談会　猿山修×竹田市在住クリエイターのプロダク

ト「タスク＆スタディ」
　　　〇花田さんと中西さん　ふたりの学芸員による竹田市城

下町「歴史アートまちあるき＆ミニトーク」
　　　〇鹿野貴司写真展「たけたのひと、たけたのいろ。」ほか
※フリーペーパーを市役所本庁企画情報課、荻、久住、直入の各支所・公民館に
設置していますのでご自由にお取りください。

問竹田アートカルチャー実行委員会　☎050-3631-8538 （澤田）
E-mail：taketaartculture@gmail.com
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休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科

休日及び夜間の在宅当番医院

10月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 17㈫ 志賀内科 ☎63-2083

２㈪ 道全内科 ☎63-2270 18㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008

３㈫ 志賀内科 ☎63-2083 19㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

４㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 20㈮ 安西皮膚科 ☎63-3232

５㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 21㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

６㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 22㈰ 大久保病院 ☎64-7777

７㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 23㈪ 道全内科 ☎63-2270

８㈰ 大久保病院 ☎64-7777 24㈫ 志賀内科 ☎63-2083

９㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈬ 秦医院 ☎63-2246

10㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 26㈭ 伊藤医院 ☎75-2222

11㈬ 志賀内科 ☎63-2083 27㈮ 柚須医院 ☎63-2016

12㈭ 柚須医院 ☎63-2016 28㈯ 大久保病院 ☎64-7777

13㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 29㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

14㈯ 大久保病院 ☎64-7777 30㈪ 道全内科 ☎63-2270

15㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 31㈫ 志賀内科 ☎63-2083

16㈪ 道全内科 ☎63-2270

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

10/ １㈰ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118 
10/ ８㈰ まつもと歯科クリニック ☎62-2400 
10/ ９㈪ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263 
10/15㈰ 久住加藤医院　歯科診療部 ☎76-0008 
10/22㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001 
10/29㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263

　※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

10／１㈰ 豊後大野市民病院
10／７㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／８㈰ 豊後大野市民病院
10／９㈪ 豊後大野市民病院
10／14㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／15㈰ 豊後大野市民病院
10／21㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／22㈰ みやわき小児科
10／28㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
10／29㈰ 豊後大野市民病院
11／３㈮ 豊後大野市民病院
11／４㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／５㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
年
齢
を
問
わ

ず
、
咳
が
出
る
感
染
症
が
流
行
し
ま

す
。
急
な
咳
で
呼
吸
が
苦
し
く
な
る

こ
と
は
、
特
に
夜
間
に
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
夜
間
に
子
ど
も
が
急
に
咳
き

込
む
よ
う
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
法

を
ご
説
明
し
ま
す
。

　

咳
を
し
て
い
て
も
眠
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
無
理
に
起
こ
す
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
朝
ま
で
様
子

を
み
て
お
い
て
構
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
眠
れ
な
い
場
合
は
、
次
の
こ
と
を

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

  

「
水
分
を
飲
む
」、「
寒
く
な
い
範
囲

で
部
屋
を
換
気
す
る
、
も
し
く
は
外

を
散
歩
す
る
」、「
は
ち
み
つ
や
飴
を

な
め
る
」で
す
。
特
に
は
ち
み
つ
は
、

欧
米
の
医
学
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、

最
初
に
試
す
治
療
法
で
す
。
た
だ
し
、

乳
児（
０
歳
児
）に
は
、
は
ち
み
つ
を

与
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
腸
の
発
達

が
未
熟
な
乳
児
は
、
は
ち
み
つ
の
毒

素
を
解
毒
で
き
ず
、
神
経
が
ま
ひ
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
飴
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
し

ま
う
年
齢
の
お
子
さ
ん
に
飴
を
な
め

さ
せ
る
こ
と
も
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
息
苦
し
い
場
合
は
、
本

人
用
の
咳
の
薬（
内
服
、
貼
り
薬
、

吸
入
）を
使
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
、
医
療
機
関
か
ら
処
方
さ
れ
た

薬
を
１
回
分
や
１
日
分
、
保
管
し
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

さ
て
、
た
び
た
び
咳
が
ひ
ど
く
な

る
お
子
さ
ん
は「
ぜ
ん
そ
く
」の
体
質

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
体
質
の
人
に
は
咳
を
出

に
く
く
す
る
予
防
薬
が
あ
り
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第36回 これから咳をひどくする
感染症が流行します

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から
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太田先生による健康講演会

歯の健康相談 噛む噛むおやつの試食コーナー

　竹田市では次の内容でインフルエンザ予防接種の費用の一部を助成しています。

１　対象者
対　　　　象 助成金額 接　　種　　方　　法

①60歳以上65歳未満の方で、心臓、じ
ん臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常
生活行動が極度に制限される程度の障害
を有する方

2,400円

＊医療機関の窓口で個人負担額1,600円をお支払いください。やむ
を得ず市外（県内）で接種する場合も、高齢者インフルエンザ予防
接種相互乗り入れ協力医療機関であれば、竹田市が同様に費用の
一部を助成します。
＊県外で接種する場合は依頼書の発行が必要になりますので、接
種予定日の１週間前までに保険健康課にご連絡をお願いします。
＊生活保護を受給されている方は無料です。社会福祉課で発行す
る証明書を医療機関窓口に提出してください。②65歳以上の方

③上記に該当しない竹田市国民健康保険
の方 1,000円

＊市内の協力医療機関で接種する場合は、医療機関の窓口で接種
料から1,000円を差し引いた額をお支払いください。やむを得ず協
力医療機関以外で接種する場合は、一旦医療機関の窓口で料金を
支払っていただき、保険健康課または各支所地域振興課で返還の
手続きをしてください。

　◎対象に該当しない方で接種を希望する方は、全額自己負担での接種となります。

２　接種回数　１回（13歳未満の方は２回）　　　　３　助成回数　いずれの方も接種期間内に1回限り
４　接種期間　10月１日～平成30年１月31日まで
５　協力医療機関（必ず電話予約をお願いします）

医療機関名 対象年齢 電話番号 医療機関名 対象年齢 電話番号
伊藤医院◆ ３歳以上 75-2222 竹田クリニック（かかりつけ患者優先） 13歳以上 64-9000
大久保病院◆ ６歳以上 64-7777 竹田診療所◆  ６歳以上 62-4014
加藤内科医院 ６歳以上 63-2006 道全内科◆  ６歳以上 63-2270
久住加藤医院 16歳以上（高校生以上） 76-0008 秦医院 13歳以上 63-2246
くどう循環器科・内科 16歳以上 63-2304 みはら整形外科クリニック◆  ７歳以上 62-3850
佐藤医院（午前８時～12時まで） 13歳以上 68-2005 柚須医院 13歳以上 63-2016
志賀内科◆  ７歳以上 63-2083 竹田市立こども診療所◆ ― 63-3838

入院患者及びかかりつけ患者のみ
医療機関名 対象年齢 電話番号

竹田医師会病院◆ ― 63-3241

問竹田市保険健康課　☎63-4810 

インフルエンザ予防接種に係る費用を助成します

　

市
民
全
体
で
健
康
づ
く
り
の
気

運
を
高
め
よ
う
と
「
元
気
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
７
」
が
９
月
３
日
、
久

住
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
秀
人
先
生
（
お
お
た
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
に
よ
る
「
口

か
ら
は
じ
め
る
健
口
教
育
」
と
題

し
た
健
康
講
演
会
や
健
康
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
継
続
者
の
表
彰
、
よ

い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
紹

介
、
そ
し
て
健
康
経
営
認
定
事
業

所
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
市
内

７
つ
の
事
業
所
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
点
事
業
で
あ
る
歯
科

保
健
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
歯

の
健
康
お
う
え
ん
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
、
歯
の
健
康
相
談
、
噛
む
力

チ
ェ
ッ
ク
、
噛
む
噛
む
お
や
つ
の

試
食
等
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
も
、

温
泉
（
ミ
ニ
講
座
・
手
湯
体
験
・

温
泉
水
試
飲
等
）
や
健
康
チ
ェ
ッ

ク
（
頚
部
血
管
エ
コ
ー
検
査
等
）、

廃
油
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
に
加
え
、

今
回
初
め
て
「
健
康
応
援
企
業
」

７
事
業
所
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
グ
ッ
ズ
の
展
示
と
試
供
品
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
は
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
、
毎
年
「
健
康

づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
マ
イ
チ
ャ
レ
ン

ジ
目
標
」
を
６
か
月
間
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
た
方
に
は
、
粗
品
が

贈
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、「
健
康
寿
命
」
を
延
ば

す
た
め
に
、
ぜ
ひ
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63
―

４
８
１
０

め
ざ
せ
健
康
寿
命
日
本
一
！
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元気フェスタ　２０１７

◆はおおいた子育てほっとクーポン利用可能機関
※平成21年４月２日以降に生まれたお子さんが接種を
受ける場合は、「おおいた子育てほっとクーポン（プラ
ス＋）」の利用も可能です。
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髙
橋
湘
雨
、
線
書
き
の
基
礎
の

で
き
た
画
家
と
し
て
山
水
画
は
、

見
る
人
に
安
定
感
を
与
え
そ
の
画

題
に
誘
い
込
む
。
竹
田
出
身
の
画

家
田た

近ぢ
か

竹ち
く

邨そ
ん

に
師
事
し
、
家
業
と

の
両
立
生
活
を
し
て
い
る
。
当
時
、

自
宅
の
二
階
に
は
竹
邨
の
筆
に
な

る「
心
洗
亭
」の
額
が
あ
り
、
弟
子

た
ち
の
研け
ん

鑽さ
ん

の
場
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
24
年
に
自
宅
は
、
不
慮
の
火

災
で
焼
失
し
て
い
る
。

　

湘
雨
は
本
名
信し
の

夫ぶ

で
、
玉
来

９
７
０
番
地
に
明
治
８（
１
８
７
５
）

年
に
生
ま
れ
る
。
呉
服
反
物
商
を

営
み
、
土
地
柄
雑
貨
も
手
掛
け
て

い
る
。
家
系
は
岡
藩
の
下
級
武
士

で
、
旧
滑ぬ
め
り
ぜ瀬
橋ば
し

の
岡
城
側
の
た
も

と
に
居
を
構
え
て
い
る
。
廃
藩
置

県
後
、
父
親
が
玉
来
の
高た
か

崎さ
き

文ぶ
ん

藏ぞ
う

を
頼
り
、
土
地
を
購
入
し
商
を
始

め
て
い
る
。
商
売
も
繁
盛
し
子
ど

も
に
手
伝
い
を
さ
せ
な
が
ら
、
手

習
を
さ
せ
て
い
る
。
湘
雨
の
非
凡

さ
が
認
め
ら
れ
て
、
殿
町
の
竹
邨

宅
に
訪
れ
画
の
指
導
を
受
け
て
い

る
。
こ
の
こ
と
が
縁
で
、
竹
邨
の

妹（
二
女
）ハ
ナ
と
結
婚
し
て
い
る
。

　

家
業
も
順
調
で
娘
チ
カ
が
成
人

し
三
重
町
か
ら
養
子
を
迎
え
、こ

れ
を
機
会
に
家
督
を
継
が
せ
て

い
る
。
本
格
的
に
画
業
に
励
む
よ

う
に
な
り
、
旅
行
や
画
家
と
の
交

流
、
作
品
も
多
く
残
さ
れ
、
円
熟

期
を
迎
え
て
い
る
。
竹
邨
も
京
都

よ
り
帰
っ
た
と
き
に
は
、
玉
来
を

訪
れ
画
壇
の
話
を
し
た
と
思
わ
れ

る
。
巾
幅
の
作
品
が
襖ふ
す
ま
え絵
に
仕
立

て
直
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
南

画
で
の
紙
面
の
空
間
は
無
尽
の
世

界
を
表
す
か
ら
、そ
れ
に
応
じ
た

表
現
を
し
な
く
て
は
と
語
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
竹
邨
の「
一い
ち

楽ら
く

荘そ
う

佳か

作さ
く

集し
ゅ
う

」、
画
作
の
手
本
に

し
た
作
品
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る

が
、
焼
失
し
た
作
品
も
惜
し
ま
れ

る
。
昭
和
19
年
１
月
15
日
に
生
涯

を
終
え
る
。

（
資
料
提
供　

高
橋
幸
夫
氏
）

（
文　

広
田　

敦
）

　

本
園
は
平
成
28
年
４
月
１
日
に
、

竹
田
市
で
最
初
の
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園「
な
お
い
り
こ
ど
も
園
」と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
開
園
以

来
20
年
の
認
可
保
育
所「
な
お
い
り

保
育
園
」か
ら
移
行
し
た
も
の
で
す
。

ま
だ
ま
だ
知
名
度
が
低
い「
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
」で
す
が
、
保

育
園
と
の
違
い
は
幼
稚
園
と
保
育
園

の
施
設
・
設
備
が
一
体
的
に
設
置
、

運
営
さ
れ
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
に
対
す
る
保
育
及
び
教
育
、そ
し

て
保
護
者
に
対
す
る
子
育
て
支
援
の

総
合
的
な
提
供
を
行
う
施
設
で
あ
る

こ
と
で
す
。

　

本
園
で
は
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
就
労
・
不
就
労
に
か

か
わ
ら
ず
お
預
か
り
を
し
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
過
程
で
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
２
時
30
分
の
６
時
間
を
教
育

標
準
時
間
と
し
て
、そ
の
後
は
各
家

庭
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
、
午
後
７
時

ま
で
お
預
か
り
が
で
き
る
体
制
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
登
降
園
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
保
護
者
の

方
に
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
バ
ー

コ
ー
ド
カ
ー
ド
に
よ
り
管
理
し
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
本
園
で
は
通
常
の
保
育
活

動
に
外
部
専
門
講
師
に
よ
る「
体
操

教
室
、バ
ト
ン
教
室
、
絵
画
造
形
教

室
、
書
き
方
教
室
、お
茶
教
室
」等
を

取
り
入
れ
、
情
操
教
育
や
リ
ズ
ム
、

運
動
を
通
し
て
、
遊
び
込
め
る
保
育

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
ラ
ボ
パ
ー
テ
ィ
」で
は
歌

や
劇
を
通
し
て
英
語
を
学
ぶ
活
動
を
、

１
歳
か
ら
年
長
ま
で
保
育
活
動
と
し

て
行
っ
て
お
り
、
全
国
ラ
ボ
教
育
セ

ン
タ
ー
か
ら
唯
一
認
め
ら
れ
た
付
属

の「
ラ
ボ
英
語
教
室
」も
施
設
内
で
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
教
室
は
園
児

か
ら
高
校
生
ま
で
と
、そ
の
保
護
者

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
６
時
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
保
育
活
動
で
の
和
太
鼓

で
は
、
市
内
の
介
護
等
施
設
や
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
逞
し
く
成
長
し
て
い
る
姿

を
見
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
長

湯
温
泉
の
ガ
ニ
湯
散
歩
や
ミ
ニ
ハ
イ

ク
で
出
か
け
る
パ
ル
ク
ラ
ブ
、ガ
ン

ジ
ー
牧
場
、く
じ
ゅ
う
花
公
園
等
、た

く
さ
ん
の
体
験
を
通
し
て
成
長
し
続

け
て
い
る「
な
お
い
り
こ
ど
も
園
」の

子
ど
も
た
ち
で
す
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

今
月
の
学
び
舎　

な
お
い
り
こ
ど
も
園

↑登降園管理システム

↑和太鼓（今年の夕涼み会でデビューした
「にじいろ太鼓」）

↑ミニハイク（ガンジー牧場）

↑竹邨に師事した髙橋湘雨

学び舎／まるごと博物館

竹
ちく

邨
そん

に 師 事 し た 髙 橋 湘
しょう

雨
う

ま
る
ご
と
博
物
館
144
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【一般の本】
・ＡＸ（ＫＡＤＯＫＡＷA）　　　　　　　　　　 伊坂幸太郎

・盤上の向日葵（中央公論新社）　　　　　　　　柚月　裕子

・ある男（文芸春秋）　　　　　　　　　　　　　木内　　昇

・人生の旅をゆく３（ＮＨＫ出版）　　　　　　　吉本ばなな

・肺炎がいやなら、のどを鍛えなさい（飛鳥新社）西山耕一郎

・グッとくる文房具2017（別冊Ｇoods Press）（徳間書店）

【子どもの本】
・君たちはどう生きるか （マガジンハウス）　        吉野源三郎

・おやさいめしあがれ （視覚デザイン研究所）　    高原　美和

・そらの100かいだてのいえ（偕成社）　　 　     いわいとしお

・みんなの防災えほん （ＰＨＰ研究所）　　　　　山村　武彦

・おつきみバス （鈴木出版）　　　　　　　　　藤本ともひこ

・たいふうのひ （講談社）　　　　　　　　　　　武田　美穂

　他250冊ほど入りました。

10

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊のご案内

新
図
書
館
の
入
館
者　
３
万
人
を
突
破

　

５
月
21
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
図
書
館
の
入
館
者
が
、
９
月
末

で
３
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の
親
御
さ

ん
や
小
・
中
・
高
生
、
そ
し
て
高
齢
者
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い
世

代
の
方
が
お
気
に
入
り
の
本
を
見
つ
け
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

本
を
借
る
と
き
に
必
要
な「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」の
新
規
登
録
者

は
年
間
２
０
０
人
程
度
で
す
が
、
５
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
既
に

７
０
０
人
を
超
え
る
方
が
新
た
に
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
30
％
は
市
外
在
住
の
方
で
す
か
ら
、
新
図
書
館
の
オ
ー

プ
ン
を
機
に
新
し
い
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

で
開
館
時
間
延
長
の
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。
延
長
し
た
場
合
、
実
際

に
ど
れ
だ
け
の
利
用
が
あ
る
の
か
を
把

握
し
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
次

の
と
お
り
試
行
的
に
毎
週
金
曜
日
の
開

館
時
間
を
１
時
間
延
長
し
ま
す
。

１
．
試
行
期
間

平
成
29
年
10
月
～
平
成
30
年
３
月

２
．
金
曜
日
の
開
館
時
間

（
現
在
）午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
延
長
後
）午
前
10
時
～
午
後
７
時（
１
時

間
延
長
）

３
．
開
館
時
間
を
延
長
す
る
日

毎
週
金
曜
日（
※
第
４
金
曜
日
は
館
内
整

理
日
で
休
館
の
た
め
除
き
ま
す
）

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時　

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

10
月
５
日
㈭　

南
部
幼
稚
園

10
月
12
日
㈭　

竹
田
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
・
土
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

司書おすすめの一冊

  「読書の秋」がやって来ました！
　33冊のおすすめの本が紹介されているこの本はいかがで
しょうか。安野さんが面白かった本の世界をみなさんに知っ
てもらいたいと、第１弾「本を読む」に続いて出版されました。
　安野さんによる素敵な装丁と挿絵もお楽しみください。

　秋の夜長に空に浮かぶ月を見上げてみませんか。
　この本は、月の軌道・日食と月食・クレーターの正体・
月の内部・月面の謎などを写真やイラストで丁寧に解説し
ています。月をもっと詳しく深く知るために、調べ学習に
役立つおすすめの一冊です。

　誰かが呼んでいる、湖畔の城で待っているとかろうじて透
明な翼で、それが今だっていうんだ（翼）より。
　20歳から書き溜めてきた作品を収めた詩集です。竹田で生
まれ育った板井さんの心の声を感じてみてください。

「本が好き」
安野　光雅（山川出版社）

「月を知る！」 
三品　隆司（岩崎書店）

「MULTIVERSE」
板井　景助（海鳥社）

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

毎
週
金
曜
日（
第
４
金
曜
日
を
除
く
）の
閉
館
時
間
が
午
後
７
時
に

【該当日カレンダー】
月 日

10月  ６日・13日・20日
11月  ３日・10日・17日
12月  １日・ ８日・15日
 １月  ５日・12日・19日
 ２月  ２日・ ９日・16日

 ３月  ２日・ ９日・16日・
30日
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広報たけた  平成29年10月号竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

市長コラム
〈第97回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

ま
ず
は
、
何
と
い
っ
て
も
第
11
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
竹
田
市
か
ら
の
出
品
牛
が
見
事
に
全
国
制

覇
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

す
で
に
テ
レ
ビ
・
新
聞
で
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
ま
し

た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
知
っ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た
の
は
竹

田
市
城
原
の
佐
藤
忠
直
さ
ん
、
久
住
町
の
清
水
康
博

さ
ん
、
そ
し
て
直
入
町
の
森
田
孝
子
さ
ん
の
所
有
牛

で
し
た
。

　

４
頭
セ
ッ
ト
の
雌
牛
群
で
し
た
が
、
残
る
１
頭
は

朝
地
町
の
牛
で
し
た
。
こ
の
４
区
が
全
体
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
、
で
す
か
ら

関
係
者
の
喜
び
は
一
層
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
２
区
で
荻
町
の

後
藤
克
寿
さ
ん
の
所
有
牛
が
準
優
勝
に
輝
い
た
こ
と
。

さ
ら
に
、
復
興
特
別
区（
高
校
生
の
部
）で
も
久
住
校

が
優
良
賞
を
獲
得
し
た
と
い
う
の
も
大
き
な
喜
び
で

あ
り
ま
し
た
。
後
藤
さ
ん
も
ま
だ
若
い
。
そ
し
て
高

校
生
た
ち
も
16
歳
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
未
来
に

向
け
て
大
き
な
自
信
と
誇
り
を
胸
に
抱
く
こ
と
が
で

き
た
で
し
ょ
う
。
特
に
、
久
住
校
は
大
分
県
が
全
国

に
誇
る
農
業
高
校
を
目
指
し
て
研
修
棟
の
建
設
と
寮

の
建
設
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
飛
躍

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

人
口
２
万
３
０
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
自
治
体
で

あ
り
な
が
ら
、
歴
史
に
残
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
関

係
者
に
拍
手
を
送
り
ま
す
。
竹
田
市
の
農
業
生
産
額

は
２
２
８
億
円
と
い
う
こ
と
で
大
分
県
で
は
断
ト
ツ

の
ト
ッ
プ
。
そ
の
う
ち
畜
産
部
門
が
92
億
円
と
全
体

の
４
割
を
超
え
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
今
後
の
農

村
の
再
生
が
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
気
に
な
る
の
は
高
齢
化

で
あ
り
ま
す
。
竹
田
市
の
畜
産
農
家
数
は
こ
の
10
年

間
で
２
２
０
戸
減
少
し
て
３
０
５
戸
に
、
飼
育
頭
数

も
１
２
３
７
頭
減
っ
て
４
７
４
０
頭
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

何
と
し
て
も
市
場
が
好
調
な
う
ち
に
農
家
数
を
増

や
し
、
そ
し
て
生
産
者
の
若
返
り
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
数
字
を
目
で
追
い
な
が
ら
ノ
ー
ト
を
め

く
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
驚
く
べ
き
デ
ー
タ
が
目
に

留
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
40
年
間
の
竹
田
市
の

世
帯
数
と
人
口
で
あ
り
ま
す
。
40
年
前
と
い
え
ば
私

が
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
き
た
時
分
。
昭
和
52
年
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
合
併
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、

旧
１
市
３
町
が
別
々
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
記
の
表
に
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
目
を
皿
の

よ
う
に
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
世
帯
数
で
す
が
、
40
年
前
、
竹
田
市
全
体

で
は
１
万
６
１
７
戸
。
そ
れ
が
40
年
経
っ
た
今
、

１
万
３
９
３
戸
で
減
少
は
わ
ず
か
に
２
２
４
戸
な

の
で
す
。
相
当
に
減
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
実
際

は
２
２
４
戸
減
っ
た
だ
け
。
さ
ら
に
驚
く
の
は
旧
久

住
町
は
な
ん
と
２
４
３
戸
増
え
て
お
り
、
旧
荻
町
も

同
じ
く
72
戸
増
え
て
い
る
の
で
す
。
旧
直
入
町
も

１
０
１
４
戸
か
ら
９
８
８
戸
と
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
数
は
わ
ず
か
に
26
戸
。
旧
竹
田
市
だ
け
が

６
９
２
３
戸
か
ら
６
４
１
０
戸
と
５
１
３
戸
の
中
規

模
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
人
口
は
さ
す
が
に
大
幅
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
全
体
で
は
こ
の
40
年
間
に
３
万
９
３
７
９

人
か
ら
２
万
２
６
６
１
人
に
な
っ
て
お
り
、

１
万
６
７
１
８
人
の
減
少
で
す
。

　

40
年
前
、
平
成
17
年
の
合
併
の
頃
、
そ
し
て
今
年
。

少
子
・
過
疎
化
・
高
齢
化
が
著
し
く
目
立
っ
て
い
る

竹
田
市
の
は
ず
な
の
に
、
世
帯
数
は
周
辺
部
を
中
心

に
横
ば
い
か
増
加
し
、
そ
の
一
方
で
人
口
は
予
想
ど

お
り
大
き
な
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

つ
ま
り
、
一
世
帯
あ
た
り
の
人
口
が
減
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
言
え
ま
す
。
三
世
代
が
同

居
し
て
い
る
と
か
、
夫
婦
が
２
、３
人
の
こ
ど
も
た
ち

と
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
規
模
が
普
通
だ
っ
た
時
代

か
ら
、
い
ま
は
独
居
老
人
や
夫
婦
だ
け
の
世
帯
、
さ

ら
に
は
若
い
独
身
者
の
世
帯
の
増
加
と
い
う
の
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
浮
か
び
上
が
り

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
は
空
き
家
バ
ン
ク
に
外
か
ら
の
移
住
者

が
増
え
続
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
し
、
君
ヶ
園
ハ
イ

ツ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ
る
ア
パ
ー
ト
の
建
設
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
地
場
産
業
の
振
興
と
新
た
な
職
場
づ

く
り
、
そ
し
て
夢
の
あ
る
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
が
全
国
に
竹
田
市
の
名
声
を
高
め
て
く
れ
た

よ
う
に
、
新
た
な
可
能
性
を
産
み
出
し
て
い
く
挑
戦

を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

新
し
い
時
代
の
潮
流
に
乗
る

40
年
前
と
比
べ
て
世
帯
数
が
増
え
て
い
る
と
い
う
珍
現
象
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●世帯数の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（戸）
年　　度 総　数 竹田市 荻　町 久住町 直入町

昭和52年(A) 10,617 6,923 1,116 1,564 1,014
平成17年 10,774 6,870 1,145 1,757 1,002
平成29年(B) 10,393 6,410 1,188 1,807 988
比較(B)―(A) ―224 ―513 72 243 ―26

●人口の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
年　　度 総　数 竹田市 荻　町 久住町 直入町

昭和52年(A) 39,379 24,414 4,741 6,284 3,940
平成17年 27,929 16,666 3,615 4,825 2,823
平成29年(B) 22,661 13,450 2,934 3,975 2,302
比較(B)―(A) ―16,718 ―10,964 ―1,807 ―2,309 ―1,638
※いずれも各年の４月１日現在の数値

　竹田市名誉市民で、日本
パーカライジング名誉会長
の里見菊雄氏が９月２日、
ご逝去されました。享年
84歳。
　里見氏は公益財団法人里
見奨学会並びに老人はげみ

の里見会の理事長として、奨学金給付や市内小
中学校・高校への図書購入助成、福祉施設への
助成など、永年にわたり郷土の教育文化・福祉
の振興に尽力されました。
　ご功績を偲び、慎んで哀悼の意を表します。

追　悼
名誉市民 里

さと
見
み

菊
きく

雄
お

さんがご逝去
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竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～

　

竹
田
市
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る「
日
本
一
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
主
力
を
担
っ
て
い
る
の

は
、
サ
フ
ラ
ン
、
し
い
た
け
、
そ
し

て
今
が
旬
の
カ
ボ
ス
で
す
。

　

今
回
竹
田
市
で
生
産
さ
れ
た
カ
ボ

ス
が
海
を
渡
っ
て
、
初
め
て
カ
ナ
ダ

に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
分
市
の
商
社
Ｍ
Ｋ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ（
河
野

み
ど
り
代
表
）が
、
現
地
に
向
け
て

販
路
を
開
拓
。
９
月
か
ら
空
輸
を
始

め
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
昨
年
持
ち
上
が
り
、

河
野
さ
ん
と
カ
ナ
ダ
で
料
理
人
の
傍

ら
、
食
材
商
社
を
営
む
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ク
イ
グ
リ
ー
さ
ん
が
、
竹
田
市

川
床
の
竹
田
か
ぼ
す
屋（
森
誠
一
代

表
）の
農
場
を
見
学
。
カ
ボ
ス
を
カ

ナ
ダ
に
持
ち
帰
り
料
理
人
に
紹
介
し

た
と
こ
ろ
、
品
薄
気
味
の
ラ
イ
ム
に

代
わ
る
食
材
と
し
て
高
い
評
価
を
得

た
そ
う
で
す
。

　

９
月
３
日
、
ク
イ
グ
リ
ー
さ
ん
と

河
野
代
表
は
買
い
付
け
の
相
談
の

た
め
再
来
日
。
価
格
や
取
引
量
を
森

代
表
ら
と
交
渉
し
ま
し
た
。
ク
イ
グ

リ
ー
さ
ん
は「
カ
ナ
ダ
の
飲
食
店
で

は
ラ
イ
ム
の
代
わ
り
に
、
カ
ボ
ス
を

ス
ラ
イ
ス
し
て
ビ
ー
ル
に
入
れ
る
こ

と
が
人
気
で
、
そ
の
独
特
の
酸
味
と

ほ
ろ
苦
さ
、
上
品
な
風
味
が
好
印
象
。

竹
田
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
カ
ボ
ス
を
今

後
も
ド
リ
ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
に
添
え
る

な
ど
し
て
、
付
加
価
値
を
高
め
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

  

「
来
年
、
本
格
的
な
価
格
交
渉
を
行

い
、市
場
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
」

と
河
野
代
表
。

　

海
を
渡
っ
た
竹
田
の
カ
ボ
ス
が
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
広
が
り
を
見
せ

る
か
、
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

名水、高原、ヒトの愛— 

竹田市が育む、
たおやかで滋味深い作物たち。

第４回　カボス

竹田カボスと
アジのマリネ

父
さ
ん
の「
行
っ
て
き
ま
す
」の
声
色
で

今
晩
の
お
か
ず
が
決
ま
る
。

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

材料（２人分） 作り方

・アジ（中くらいのもの）　…………2尾
・玉ねぎ…………………………1／2個
・いんげん豆　………………………5本
・人参……………………………1／2本
・パプリカ………………………1／2個
・赤唐辛子　…………………………1本
・カボス（輪切り）　…………………1個
・塩 …………………………………適量

■マリネ液
　・カボス果汁………………10cc
　・酢…………………………30cc
　・みりん……………………20cc
　・だし入りしょうゆ………20cc
　・甜菜糖（砂糖可）………小さじ1

①　鍋に（マリネ液）を入れて沸騰させ容器に移し入れて
赤唐辛子を1本加えておく。

②　玉ねぎはスライスし、人参は5㎝長さの千切りにする。
いんげんは5㎝幅に切り、パプリカは細切りにする。

③　アジは、三枚におろし小骨を取り除き塩を軽く振り、
片栗粉をまぶしておく。

④　160℃の油で先に野菜を素揚げし、そのあとアジをキ
ツネ色に揚げて油をきる。

⑤　④が温かいうちにすぐに①のマリネ液に漬け、カボ
スの輪切りも加えて全体が漬かるように、上にキッチ
ンペーパーをのせて30分ほど置いて味をなじませる。

竹
田
市
産
カ
ボ
ス
、カ
ナ
ダ
へ

↑竹田かぼす屋の森誠一代表（写真右）と買い付けの
相談をするパトリック・クイグリーさん（左）と河
野みどりさん（中央）
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低
山
地
の
草
原
の
湿し
つ

原げ
ん

に
生
育

す
る
高
さ
60
㌢
か
ら
80
㌢
の
多
年

草
で
す
。
茎く
き

は
少
し
つ
る
状じ
ょ
う

に
な

り
ま
す
。

　

互ご

生せ
い

の
葉
は
、
て
の
ひ
ら
状
に

５
個
に
深
く
裂さ

け
、
そ
の
裂れ
つ

片へ
ん

は

さ
ら
に
細
か
く
裂
け
ま
す
。
大
き

さ
は
幅
が
10
㌢
ほ
ど
で
茎
に
つ
く

葉
は
小
さ
い
で
す
。
葉
の
裏
面
に

は
細
か
い
圧あ
つ

毛も
う

（
葉
に
そ
っ
て
押

し
つ
け
た
よ
う
な
伏ふ
く

毛も
う

）
が
あ
り

ま
す
。

　

秋
の
頃
、
茎
の
先
に
径
１
・
５

㌢
ほ
ど
の
紅こ
う

紫し
し
ょ
く色
の
５
弁べ
ん

花か

を
咲

か
せ
ま
す
。
花か

弁べ
ん

に
は
基き

部ぶ

に
白

い
線せ
ん

に
な
っ
た
２
本
の
す
じ
が
入

り
、
そ
の
両
わ
き
に
は
濃の
う

紫し

色し
ょ
く

の

模も

様よ
う

が
あ
り
ま
す
。
５
個
の
先
の

と
が
っ
た
が
く
片へ
ん

の
ふ
ち
は
、
透す

き
通
っ
た
薄う
す

い
膜ま
く

質し
つ

に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
九
州
を
意
味
す

る
筑つ
く

紫し

が
つ
き
、
風ふ
う

露ろ

の
語
源
は

不
明
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ア
サ
マ

フ
ウ
ロ
の
変へ
ん

種し
ゅ

と
い
わ
れ
筑ツ
ク

紫シ

風フ
ウ

露ロ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
以
前
坊
ガ
ツ
ル
湿し
つ

原げ
ん

で
観か
ん

察さ
つ

記き

録ろ
く

が
あ
り
ま
す
が
、
近

年
で
は
ま
だ
未み

確か
く

認に
ん

で
す
。
隣り
ん

接せ
つ

の
九
重
町
の
タ
デ
原
湿
原
で
は
個

体
は
少
な
い
で
す
が
観
察
さ
れ
ま

す
。
九
州
特と

く

産さ
ん

種し
ゅ

で
大
分
県
の
絶ぜ
つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

で
す
。
花
期
は
８
月
か

ら
９
月
で
す
。

阿孫  久見

第151回

ツクシフウロ（フウロソウ科）

郷土の植物
（342）


